
（毎月m日発行）

　　人口の動き

一　4月1日現在一

男4，912（一16
女4，992（一36
計9，904（一52
世帯数2，339（一7

　　（）前月比較
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4月の休日救急医

17日至誠堂医院（西浦町）
24日池田医院（本町西）
29日大島医院（川原町）

　　5月上旬の予定
1日富田医院（神明町）
3日大島医院（川原町）
5日山口医院（下条）
8日第二藤巻医院（上野）

　
「
今
日
か
ら
一
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
り
ま
す
」

　
上
野
小
学
校
の
新
入
生
、
男
子
二
十

人
、
女
子
十
人
が
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
は
、
新
入
生
に
「
な
か
よ

く
勉
強
し
ま
し
ょ
う
．
交
通
事
故
に
は

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」
．
父
兄
に
は

「
学
校
と
家
庭
が
手
を
つ
な
ぎ
、
成
長

さ
せ
て
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
四
月
四
日
は
、
町
内
の
各
小
・
中
学

校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学

校
に
は
男
子
八
十
三
人
、
女
子
六
十
七

人
の
計
百
五
十
人
、
中
学
校
に
は
男
、

女
と
も
七
十
四
人
ず
つ
の
百
四
十
八
人

が
入
学
し
て
い
ま
す
。
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施政方針を

　述べる町長
奪

一

歳出総額26億9，800万円

財
源
の
重
点
配
分
で

効
率
的
な
町
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
町
長
の
施
政
方
針
か
ら
〉

　
施
政
方
針
を
述
べ
る
に
当
た
り
、
内
外
の
諸
情
勢
を
見
つ
め
て

み
ま
し
た
。

　
外
で
は
、
世
界
各
国
で
の
深
刻
な
同
時
不
況
、
失
業
と
イ
ン
フ

レ
、
貿
易
摩
擦
の
拡
大
、
高
ま
る
保
護
貿
易
主
義
へ
の
動
き
、
こ

れ
ら
に
防
衛
的
緊
張
を
加
え
、
ま
こ
と
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
あ

り
ま
す
。

　
内
に
あ
っ
て
は
、
不
況
の
長
期
化
を
始
め
、
政
治
、
経
済
、
社

会
の
各
方
面
に
わ
た
り
、
極
め
て
困
難
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
財
政
の
危
機
は
深
刻
で
す
。
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一
人
当
た
り
の

　
　
歳
入
は
…
・
－

　
総
額
二
十
六
億
九
千
八
百
万
円
の
歳

入
を
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

二
十
七
万
一
千
四
十
七
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
一
世
帯
当
た
り
で
は
百
十
五
万

一
千
二
十
四
円
に
も
及
び
ま
す
。

　
一
人
当
た
り
の
歳
入
を
グ
ラ
フ
に
し

て
み
ま
し
た
。

地方譲与税4，570円

分担金
および負担金7，799円

繰入金6，952円

その他14，480円

　　　　　　　　　　　　　　　　縫　　　　　　　　　　　　　　錨　　　　　　　　　　　　鐵藷

　　　　　　　　　　　雛
　　　　　　　　　懸

　　　　　　　　　　　　　　　　鶏

　　　　　　　　　　　　　　臨　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　鐵懸

　　　　　　　灘　　　　　　繋　　　　灘　　　織

　　　　　契　　　た0　　当

鰻1

　　　　　円
　　　　7　　　4　　0　　，
　172

　
こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
を
克
服
す
る
た
め
に
は
国
、
地
方
を
通

じ
る
財
政
の
再
建
と
活
力
あ
る
社
会
づ
く
り
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
行
政
改
革
は
国
民
的
課
題
で
す
。

　
国
は
、
行
政
改
革
の
遂
行
に
当
た
り
、
住
民
の
身
近
な
行
政
は

で
き
る
だ
け
地
方
自
治
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
、
地
方
分
権
の
理
念

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
地
方
へ
の
負
担
転
嫁
や
社
会
的

弱
者
へ
の
し
わ
寄
せ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
き
め
細
か
な
配
慮
を
望

み
た
い
も
の
で
す
。

　
川
西
町
の
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
で
す
。

　
非
常
事
態
と
も
い
え
る
国
家
財
政
の
影
響
は
、
地
方
交
付
税
の

大
幅
な
減
額
と
な
り
現
れ
て
き
ま
し
た
（
前
年
度
よ
り
四
千
四
百

九
十
七
万
三
千
円
の
減
）
。
年
々
進
ん
で
い
る
財
政
の
硬
直
化
に

も
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
経
常
経
費
や
組
織
、
人
員
の
圧
縮
、
見

直
し
に
よ
り
、
極
力
経
費
の
縮
減
を
図
る
と
と
も
に
、
財
源
の
重

点
的
配
分
を
行
い
、
よ
り
効
率
的
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
可
能
な
限
り
町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
心
を
配

っ
た
つ
も
り
で
す
。

　
各
種
事
業
も
見
直
し
を
行
い
ま
す
が
、
こ
と
に
継
続
事
業
の
推

進
に
は
力
を
入
れ
る
考
え
で
す
。
新
規
事
業
は
選
択
に
選
択
を
重

ね
、
重
点
的
な
予
算
配
分
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
予
算
は
、
基
金
の
取
り
く
ず
し
や
、
あ
ら
ゆ

る
歳
入
を
求
め
て
編
成
し
た
も
の
で
す
。

　
予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
“
入
る
を
計
り
出
ず
る
を
制
す
る
”

の
条
理
に
徹
し
、
創
意
く
ふ
う
の
上
で
、
よ
り
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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税
内

町

町　民　税
　　　　　14，709円

固定資産税
　　　　　22，489円

軽自動車税
　　　　　　756円
たばこ消費税　2，692円

電　気　税　　　　　　1，915円

木材引取税　　21円

特別土地保有税　　　27円
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総
務
費

　
　
臨
調
に
よ
る
節
減
は

　
　
　
　
　
　
二
千
二
百
万
円
余
り

　
臨
時
行
財
政
調
査
会
の
答
巾
を
新
年
度
予
算
に
ど

う
組
み
込
ん
だ
か
を
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ま
す
。

　
法
令
外
補
助
金
等
の
抑
制
に
よ
る
減
額
は
二
百
七

士
二
万
二
千
円
、
各
種
委
員
会
見
直
し
分
減
額
が
百

十
万
六
千
円
、
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
で
六
百
二
十

九
万
七
千
円
の
減
額
、
締
め
て
千
十
三
万
五
千
円
余

り
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
十
七
年
度
に
縮
額
し
た
分
が
、
法
令
外
補
助
金

等
で
千
二
百
十
七
万
四
干
円
、
各
種
委
員
会
見
直
し

分
が
四
万
六
千
円
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
合
わ

せ
る
と
二
千
二
百
三
十
五
万
五
千
円
が
臨
調
で
節
減

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
職
員
削
減
に
よ
る
分
が
あ
り
ま
す
。

民
生
費

年
金
受
給
者
は

　
　
　
千
九
百
九
人

　
民
生
費
は
前
年
度
よ
り
二
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
減

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
老
人
医
療
費
が
老
人

保
健
法
に
よ
っ
て
特
別
会
計
に
回
っ
た
た
め
で
す
。

　
川
西
町
の
国
民
年
金
加
入
者
は
年
々
減
少
し
、
強

制
、
任
意
を
合
わ
せ
て
二
千
九
百
一
人
で
す
。
こ
れ

に
対
し
、
各
種
の
年
金
受
給
者
は
増
加
し
て
き
ま
し

た
。
拠
出
年
金
受
給
者
が
壬
二
百
八
十
七
人
、
福
祉

年
金
受
給
者
が
五
百
二
十
二
人
、
合
計
千
九
百
九
人

で
す
。
五
億
七
千
万
円
余
を
こ
れ
ら
の
方
々
が
受
給

し
て
い
ま
す
。

　
老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
在
宅
福
祉
を
中
心
に
細

か
い
配
慮
を
し
ま
し
た
。
老
人
福
祉
相
談
員
と
老
人

家
庭
奉
仕
員
は
そ
れ
ぞ
れ
二
人
お
り
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
も
重
要
な
課
題
で
す
。

衛
生
費

健
康
管
理
が
た
い
せ
つ

　
老
人
保
健
法
に
よ
り
、
医
療
費
の
五
パ
ー
セ
ン
ト

に
当
た
る
二
千
二
十
四
万
二
千
円
が
老
人
保
健
特
別

会
計
へ
繰
り
出
さ
れ
ま
す
。

　
「
健
や
か
な
老
後
」
を
迎
え
る
に
は
、
四
十
歳
か

ら
の
健
康
管
理
が
た
い
せ
つ
で
す
。
保
健
事
業
の
費

用
も
各
種
検
診
事
業
費
と
い
っ
し
ょ
に
計
上
し
ま
し

た
。
約
八
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
は
四
千

九
百
十
八
万
六
千
円
で
す
。

農
林
水
産
業
費

　
　
峰
方
線
が

　
　
　
　
　
完
了
の
見
通
し

農
業
振
興
関
係

　
新
年
度
は
、
新
地
域
農
業
生
産
総
合
振
興
対
策
計

画
と
畜
産
総
合
対
策
計
画
の
五
か
年
計
画
を
作
成
す

る
年
で
す
。
新
し
い
農
業
の
方
向
を
見
い
だ
す
た
め
、

皆
さ
ん
か
ら
も
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
願
い
た

い
も
の
で
す
。

水
田
利
用
再
編
対
策

　
五
十
八
年
度
の
転
作
配
分
面
積
は
、
二
十
・
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
緩
和
が
あ
り
、
百
九
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
部
落
ぐ
る
み
の
集
団
転
作
の
推
進
」
を
基
本
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
効
率
的
な
実

施
と
定
着
化
を
図
る
に
は
、
転
作
条
件
の
整
備
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
新
潟
川
西
農
協
と
協
議
し
、
土
壌
改
良
機
械
や
大

豆
専
用
脱
穀
機
の
導
入
、
転
作
野
菜
冷
蔵
施
設
の
設

置
な
ど
を
す
る
予
定
で
す
。

農
業
構
造
改
善
事
業

　
新
農
構
に
よ
る
土
地
基
盤
整
備
事
業
は
、
岩
瀬
地

　
　
　
き
ょ

区
の
暗
渠
排
水
工
事
を
残
す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
規
事
業
の
集
落
構
造
改
善
事
業
は
、
木
落
部
落

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
農
用
地
の
有
効
利
用
な
ど

で
、
よ
り
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
を
目
ざ
し
ま
す
。

　
県
単
事
業
で
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
希
望
集
落
が
多
く
あ
り
ま
す
。
毎
年

一
か
所
程
度
の
整
備
を
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。
新

年
度
は
上
新
井
地
区
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業

　
千
手
地
区
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
整
備
が
三
千
八
百

万
円
、
上
野
地
区
の
下
水
道
整
備
が
四
干
五
百
万
円
、

道
路
と
水
路
の
整
備
に
四
千
二
百
万
円
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。

舗装予定の26号道路

　
26
号
道
路
（
木
島
坪
山
線
）
の
舗
装
、
77
号
道
路

（
木
落
部
落
内
3
号
線
）
、
78
号
道
路
（
新
町
新
田

寺
ケ
崎
1
号
線
）
、
7
号
道
路
（
田
中
四
郎
兼
線
）
、

の
路
盤
改
良
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

地
域
休
養
施
設
建
設

　
五
十
七
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
な
っ
て
い
る
地

域
休
養
施
設
「
松
葉
荘
」
建
設
は
、
七
月
の
オ
ー
プ

ン
を
目
ざ
し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
予
算
は
一
億
八
百
十
五
万
円
で
す
。
本
体

工
事
の
ほ
か
、
駐
車
場
の
舗
装
や
消
雪
パ
イ
プ
の
布

設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

林
道
開
設
事
業

　
峰
方
線
の
開
設
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
始
め

ま
し
た
が
、
五
十
八
年
度
に
完
了
の
見
通
し
と
な
り

ま
し
た
。
県
道
十
日
町
川
西
線
か
ら
県
道
小
白
倉
木

落
線
ま
で
の
問
、
約
六
千
四
百
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

新
年
度
の
事
業
費
は
二
千
五
百
十
四
万
円
ほ
ど
で
す
。

町
行
造
林
事
業

　
五
十
七
年
度
末
ま
で
に
三
百
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
新
植
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
は
新
植
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
保
育
五
百
二

十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
事
業
費
は

七
千
二
百
六
十
万
円
余
、
雇
用
延
人
数
六
千
五
百
八

十
二
人
を
計
画
し
ま
し
た
。

製
炭
も
五
百
俵
予
定
し
て
い
ま
す
。

商
工
費

松
葉
荘
裏
山
に
展
望
台

　
地
方
産
業
育
成
資
金
の
貸
付
金
と
し
て
、
二
千
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
県
が
一
千
万
円
、
町
が
一
千

万
円
を
預
託
し
ま
す
。
地
方
産
業
育
成
資
金
は
、
町

の
中
小
企
業
者
か
ら
店
舗
改
装
資
金
や
経
営
の
運
転

資
金
と
し
て
利
用
い
た
だ
く
も
の
で
、
貸
付
限
度
額

は
三
百
五
十
万
円
で
す
。

　
観
光
面
で
は
、
松
葉
荘
裏
山
に
展
望
台
を
造
っ
た

り
、
遊
歩
道
を
設
け
た
り
し
ま
す
。
松
葉
荘
付
近
を

年
次
計
画
で
観
光
ゾ
ー
ン
に
し
て
い
き
ま
す
。
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土
木
費

改
良
舗
装
は
1
3
路
線

　
町
道
の
改
良
舗
装
を
十
三
路
線
計
画
し
ま
し
た
。

改
良
延
長
は
六
百
八
十
四
メ
ー
ト
ル
、
舗
装
延
長
は

三
千
三
百
四
十
七
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　
雪
害
対
策
と
し
て
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
購

入
二
千
六
十
七
万
円
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
で
町

の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
は
五
台
に
な
り
ま
す
。

消
雪
施
設
の
整
備
は
、
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業

に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
三
千
万
円
を
予
算
計
上
し
ま

し
た
。

教
育
費

橘
小
学
校
を
改
築

　
新
年
度
か
ら
橘
小
学
校
の
校
舎
改
築
工
事
に
着
手

し
ま
す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
二
階
建
、
延
面
積
は
二
千

六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
約
四
億
二
千
万
円
を
か

け
、
五
十
八
年
度
、
五
十
九
年
度
の
二
か
年
間
で
建

橘
小
学
校
（
正
面
か
ら
）
　
　
設
し
ま
す
。

　
五
十
八
年
度
は
、

昭
和
初
期
の
建
築

部
分
を
一
億
六
千

万
円
余
で
改
築
す

る
計
画
で
す
。

工
事
に
ょ
る
授

業
へ
の
影
響
は
、

最
小
限
に
食
い
止

め
る
よ
う
、
く
ふ

う
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

農
業
共
済
事
業

無
事
戻
金
が

　
　
　
　
　
四
百
万
円
余

　　　　千円

90，541

　
水
稲
共
済
は
、
生
産
組
織
や
基
盤
の
確
立
に
よ
っ

て
、
全
相
殺
農
単
方
式
の
拡
大
と
損
害
防
止
事
業
を

徹
底
し
て
行
い
な
が
ら
、
安
定
多
収
の
米
づ
く
り
を

基
本
に
、
さ
ら
に
補
償
の
充
実
と
拡
大
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
畑
作
物
（
大
豆
）
共
済
で
は
、
集
団
転
作
を
中
心

と
す
る
作
付
け
増
に
よ
っ
て
事
業
規
模
の
拡
大
を
図

り
、
水
田
利
用
再
編
対
策
を
推
進
し
な
が
ら
、
農
家

が
安
心
し
て
大
豆
の
作
付
け
が
で
き
る
よ
う
、
栽
培

指
導
を
い
た
し
ま
す
。

　
農
作
物
共
済
勘
定
は
、
五
十
七
年
の
大
豊
作
で
剰

余
金
が
出
て
、
制
度
上
繰
越
金
に
回
っ
て
い
ま
す
。

繰
越
金
の
額
は
三
千
三
百
八
十
七
万
六
千
円
で
す
。

農
作
物
共
済
の
無
事
戻
金
は
、
農
家
掛
金
の
ほ
ぼ

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
四
百
万
円
余
り
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

柵
07035

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
独
立
採
算
に
近
づ
く
よ
う
努
力
を
し
て

い
ま
す
が
、
公
債
費
の
八
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
し
か

料
金
収
入
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
な
け
れ
ば
運
営
で
き
な

い
状
態
で
す
。

簡
易
水
道
事
業

維
持
管
理
型
の
予
算

　
五
十
七
年
度
と
同
様
に
維
持
管
理
型
の
予
算
で
す
。

　
歳
出
は
、
全
般
の
見
直
し
に
よ
り
、
公
債
費
を
除

く
と
、
前
年
度
よ
り
百
七
十
六
万
七
千
円
を
減
額
し

て
い
ま
す
。
公
債
費
は
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
三

千
百
八
十
六
万
二
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
水
道
使
用
料
な
ど
が
二
千
五
百
九
十

一
万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
二
千
六
百
万

国
民
健
康
保
険

一
日
ド
ッ
ク
の

　
半
額
助
成
を
計
画

　　　　　干円

430，302

　
保
険
料
を
一
世
帯
当
た
り
に
す
る
と
十
一
万
四
百

三
十
五
円
、
一
人
当
た
り
で
は
三
万
三
干
百
九
十
円

に
な
り
ま
す
。
川
西
町
の
保
険
料
は
、
郡
市
内
の
う

ち
で
は
一
番
低
い
も
の
で
す
。

　
療
養
給
付
費
は
老
人
保
健
法
の
施
行
で
、
お
年
寄

り
の
分
が
離
れ
た
た
め
、
五
十
七
年
度
よ
り
一
億
四

千
二
百
九
十
二
万
七
千
円
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
替

わ
り
に
老
人
保
健
拠
出
金
と
し
て
一
億
二
千
五
百
三

十
四
万
四
千
円
が
老
人
医
療
費
に
対
す
る
分
と
し
て

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
助
産
費
は
一
件
十
万
円
、
葬
祭
費
に
つ
い
て
も
四

万
円
を
引
き
続
き
給
付
し
ま
す
。

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
四
十
五
歳
か
ら
五
十
歳
ま

で
の
希
望
者
五
十
人
を
対
象
に
、
一
日
ド
ッ
ク
の
半

額
助
成
を
計
画
し
ま
し
た
。

老
人
保
健

お
年
寄
り
の
医
療
費
は

　
　
こ
の
会
計
を
通
じ
て

　　　　千円

401，075

　
川
西
町
民
で
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
、
六
十

五
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

の
方
々
の
医
療
費
は
、
す
べ
て
こ
の
特
別
会
計
を
通

じ
て
支
払
い
を
し
ま
す
。

　
医
療
諸
費
は
、
歳
出
総
額
の
九
九
・
九
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
る
四
億
四
十
七
万
八
千
円
で
す
。
一
人
当

た
り
の
年
間
費
用
を
三
十
八
万
一
千
百
六
士
二
円
と

し
、
お
年
寄
り
数
を
千
五
十
二
人
と
見
込
み
計
算
し

ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
医
療
費
交
付
金
が
医
療
費
給
付
費
と
医

療
費
支
給
費
の
合
計
額
三
億
九
千
九
百
四
十
七
万
八

千
円
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
二
億
七
千
九
百
六
十
三

万
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
庫
負
担
金
の
医
療

費
負
担
金
は
前
記
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
七
千
九
百

八
十
九
万
五
千
円
、
県
負
担
金
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

千
九
百
九
十
七
万
三
千
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
分
に
事
務
費
、
予
備
費
な
ど
の

額
を
加
え
た
二
千
二
十
四
万
二
千
円
で
す
。

国
保
診
療
所

歳
入
の
9
6
％
が

　
　
　
　
　
　
診
療
収
入

診
療
収
入
は
、

　　　千円

85，787

　
　
　
　
　
　
　
五
十
七
年
度
よ
り
五
百
九
十
九
万

八
千
円
多
い
八
千
二
百
五
十
六
万
八
千
円
を
見
込
み

ま
し
た
。
歳
入
の
九
六

ま
す
。

・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
り

へ
き
地
出
張
診
療
所

診
療
収
入
は

　
　
　
　
　
　
千
八
百
万
円

　　　　千内

20，534

　
診
療
収
入
を
千
八
百
二
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
入
全
体
の
八
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
へ
き
地
診
療
所
の
運
営
費
と
し
て
、
県
補
助
金
を

二
百
五
十
万
円
見
込
ん
で
い
ま
す
。
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⇔
平
野
正
義
議
員

①
巣
鴨
信
用
金
庫
の
保
養
基
地
の
着
工

が
近
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
こ
へ
行

く
に
は
角
万
寺
ス
キ
ー
場
を
通
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
新
し
い
道
、
あ
る
い

は
ス
キ
ー
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

②
休
養
施
設
の
近
く
に
小
規
模
の
ス
キ

ー
場
を
造
る
考
え
は
な
い
か
。

③
過
疎
対
策
と
し
て
の
宅
地
造
成
、
交

通
安
全
対
策
と
し
て
の
駐
車
場
造
り
は
。

◇
根
津
町
長

①
無
雪
道
路
と
な
る
の
で
、
角
万
寺
ス

キ
ー
場
の
こ
と
は
心
配
し
て
い
る
。
地

元
、
ス
キ
ー
協
会
、
信
金
側
と
も
相
談

し
、
検
討
し
て
い
く
。
ス
キ
ー
場
造
成

も
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
考
え
た

い
。

②
五
十
八
年
度
は
展
望
台
を
設
け
る
。

レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
価
値
の
あ
る

休
養
施
設
に
し
た
い
。
一
年
中
利
用
し

4
対する

プ

’β
一
＝

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
ミ
ニ
ス
キ
ー
場

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
宅
地
造
成
地
と
し
て
は
永
久
公
舎
の

跡
地
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
人
口
流

出
を
防
ぎ
、
ま
た
増
や
し
て
い
く
た
め

に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
。
駐
車
場

は
千
手
地
区
に
二
か
所
造
っ
た
が
ま
だ

混
雑
し
て
い
る
。
上
野
、
橘
も
含
め
、

前
向
き
に
進
め
た
い
。

⇔
小
林
寅
雄
議
員

①
橘
小
学
校
の
改
築
が
五
十
八
年
度
か

ら
始
ま
る
が
、
調
理
施
設
を
置
か
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
学
校
給
食
共
同

調
理
施
設
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

②
巣
鴨
信
用
金
庫
の
保
養
基
地
が
今
年

中
に
着
工
さ
れ
る
よ
う
努
力
願
い
た
い
。

◇
根
津
町
長

①
千
手
小
学
校
の
調
理
場
に
余
裕
が
あ

る
の
で
、
運
搬
車
を
購
入
し
て
運
ぶ
。

六
十
年
に
は
上
野
小
学
校
を
改
築
す
る

予
定
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
共
同

調
理
施
設
に
つ
い
て
は
考
え
た
い
。

②
巣
鴨
信
用
金
庫
で
も
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
。
今
年
は
着
工
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
努

力
は
し
て
い
る
。

⇔
小
海
貞
二
議
員

①
部
落
内
道
路
の
改
良
舗
装
が
後
回
し

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
短
い
路
線

に
つ
い
て
も
年
に
何
本
か
を
計
画
し
て

ほ
し
い
。

②
克
雪
百
年
の
大
計
の
上
で
、
流
雪
溝

な
ど
の
整
備
を
願
い
た
い
。

◇
根
津
町
長

①
町
道
の
改
良
舗
装
率
は
郡
内
で
は
高

い
。
あ
る
程
度
の
規
模
の
道
で
な
い
と

臨
時
特
例
債
な
ど
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

部
落
公
平
に
取
り
扱
う
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
あ
り
、
地
元
の
方
々
か
ら
の
協
力

が
必
要
と
な
る
。

②
側
溝
は
遅
れ
て
い
る
。
道
路
構
造
が

除
雪
に
マ
ッ
チ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
県
に
も
要
望
す
る
。
町
で
は
新
年
度

に
ロ
ー
タ
リ
ー
車
を
一
台
購
入
す
る
。

こ
れ
で
五
台
に
な
る
。
除
雪
基
盤
を
整

え
て
い
く
。

⇔
羽
鳥
欣
一
議
員

①
婦
人
の
仕
事
が
少
な
い
よ
う
だ
。
事

業
の
導
入
を
行
う
な
ど
不
況
克
服
の
た

め
努
力
し
て
ほ
し
い
。

②
中
学
校
不
良
化
防
止
の
た
め
に
は
何

を
行
う
べ
き
か
。

◇
根
津
町
長

①
世
界
的
な
同
時
不
況
に
な
っ
て
い
る
。

誘
致
工
場
の
大
和
伸
管
、
ジ
ャ
ル
コ
で

は
拡
張
計
画
を
持
っ
て
い
る
。
町
に
あ

る
空
き
施
設
も
利
用
願
い
た
い
。
施
設

誘
致
は
過
疎
対
策
、
就
業
の
場
の
確
保

に
も
つ
な
が
る
。

②
川
西
中
学
校
で
も
問
題
が
あ
っ
た
が
、

生
徒
た
ち
も
名
誉
回
復
の
た
め
努
力
し

て
い
る
。
国
で
は
各
省
が
協
力
し
て
教

育
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
。
町

に
は
小
さ
な
親
切
運
動
の
輪
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
。
川
西
中
後
援
会
づ
く
り

に
も
期
待
し
て
い
る
。

◇
戸
田
哲
次
議
員

①
橘
小
学
校
の
改
築
に
当
た
り
、
環
境

整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

通
産
省
の
深
井
戸
を
将
来
有
効
に
利
用

す
る
よ
う
な
予
算
措
置
を
願
い
た
い
。

②
生
活
道
路
の
整
備
を
特
に
要
望
し
た

い
。
モ
デ
ル
事
業
の
予
算
付
き
が
悪
い

の
で
、
モ
デ
ル
で
計
画
し
た
町
道
改
良

舗
装
の
見
直
し
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

◇
根
津
町
長

①
橘
小
学
校
は
環
境
が
変
わ
る
。
西
向

き
が
南
向
き
と
な
り
、
中
庭
も
で
き
る
。

建
築
に
合
わ
せ
た
環
境
整
備
を
地
元
の

皆
さ
ん
と
教
幽
具
女
員
会
で
検
討
し
て
ほ

し
い
。
深
井
戸
も
用
が
済
め
ば
学
校
で

使
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
生
活
に
密
着
し
た
道
路
は
直
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
モ
デ
ル
事
業

の
中
で
計
画
し
て
い
る
道
路
整
備
は
進

ん
で
い
な
い
の
で
見
直
し
を
し
た
い
。

橘
地
区
の
下
水
道
は
、
農
林
水
産
省
の

集
落
排
水
事
業
で
行
い
た
い
。

◇
田
中
与
三
郎
議
員

①
老
人
保
健
法
の
関
連
で
高
齢
者
見
舞

金
制
度
を
設
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
青
年
学
級
の
育
成
を
願
い
た
い
。
青

年
学
級
の
予
算
の
中
で
不
足
金
が
出
た

場合は

考
慮
願
え
る
か
。

③
ッ
ツ
ガ
ム
シ
の
発
生
地
に
は
表
示
が

必
要
。

④
宅
地
造
成
を
山
野
田
原
に
で
き
な
い

か
。
児
童
遊
園
地
や
集
会
所
も
な
ん
と

か
こ
こ
に
造
っ
て
ほ
し
い
。

⑤教

育
長
に
質
問
　
小
・
中
学
生
の
暴

力
事
件
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
教
育

委
員
会
と
し
て
は
学
校
当
局
と
ど
ん
な

話
し
合
い
を
し
て
い
る
か
。

◇
根
津
町
長

①
老
人
保
健
法
の
施
行
で
福
祉
後
退
の

線
が
出
て
き
た
。
厚
生
省
で
は
助
成
措

置
を
し
な
い
よ
う
言
っ
て
い
る
。
老
人

福
祉
が
市
町
村
ま
ち
ま
ち
で
は
具
合
が

悪
い
。
県
囚
半
数
以
上
の
市
町
村
で
実

施
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
青
年
学
級
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
有
益

で
あ
る
。
学
級
生
が
減
っ
た
の
で
予
算

を
減
額
し
た
が
、
不
足
し
た
場
合
は
十

分
に
考
え
る
。

③
赤
谷
の
ッ
ツ
ガ
ム
シ
に
つ
い
て
は
県

や
大
学
か
ら
調
査
し
て
も
ら
い
、
予
防

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
地
元
と
協
力
し

な
が
ら
撃
滅
の
た
め
努
力
し
て
い
る
。

標
識
を
立
て
た
り
P
R
を
行
う
。

④
栄
町
や
朝
日
町
な
ど
は
、
消
雪
パ
イ

プ
や
側
溝
が
必
要
と
思
う
。
宅
地
造
成

は
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
集
落
セ

ン
タ
ー
や
遊
園
地
も
計
画
し
た
い
。
場

所
は
国
鉄
と
折
衡
中
で
あ
る
。

◇
丸
山
教
育
長

⑤月に

一
回
町
内
校
長
会
を
開
き
、
ど

ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
報
告
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
学
級
、
学
年

だ
け
で
処
理
し
な
い
で
、
学
校
の
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。
学
校
の
先
生
か
ら
は
、
垣
根
を
越

え
て
子
供
、
家
庭
、
地
域
と
交
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
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■

⇔
上
村
広
治
議
員

①
職
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
。

②
一
般
会
計
公
債
費
の
中
身
と
今
後
の

見
通
し
。

③。

フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て

事
務
の
合
理
化
を
進
め
る
考
え
は
な
い

か
。

④
職
員
研
修
に
、
コ
ン
サ
ル
ト
に
よ
る

方
法
や
外
部
派
遣
に
よ
る
方
法
を
取
り

入
れ
て
は
ど
う
か
。

◇
根
津
町
長

①
臨
調
の
答
申
に
基
づ
い
て
、
で
き
る

だ
け
補
充
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

職
員
定
数
は
百
九
十
二
人
だ
が
予
算
に

は
百
七
十
九
人
分
を
組
み
入
れ
て
あ
る
。

暫
定
補
佐
員
や
臨
時
職
碁
は
、
特
別
の

事
業
の
た
め
雇
用
し
て
い
る
。
こ
の
人

た
ち
を
含
め
る
と
二
百
八
人
で
あ
り
、

五
十
七
年
度
当
初
よ
り
十
三
人
少
な
い
。

②
地
方
交
付
税
で
賄
わ
れ
る
優
良
地
方

債
に
は
、
辺
地
債
、
過
疎
債
な
ど
が
あ

る
。
五
十
八
年
度
末
に
は
こ
れ
ら
が
十

二
億
円
く
ら
い
に
な
る
。
地
方
債
全
体

が
二
十
五
億
円
ほ
ど
な
の
で
、
半
分
く

ら
い
は
地
方
交
付
税
で
見
て
も
ら
え
る

恩
典
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
財

源
が
少
な
く
な
れ
ば
公
債
費
へ
の
依
存

度
が
増
す
。
仕
事
を
す
る
に
は
借
金
が

必
要
と
な
る
。
住
民
の
要
望
に
応
え
て

い
く
こ
と
が
第
一
と
考
え
る
。

③
十
日
町
市
に
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
が

で
き
る
。
そ
こ
の
電
算
を
で
き
る
だ
け

利
用
し
、
事
務
の
合
理
化
を
図
り
た
い
。

仕
事
が
高
度
化
し
て
い
る
の
で
、
電
算

利
用
に
よ
る
目
に
見
え
た
効
果
は
す
ぐ

に
は
現
れ
な
い
。

④
研
修
の
た
め
の
経
費
と
し
て
は
特
別

に
は
上
げ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
の
中
で
行
っ
て
い
る
研
修
に
積
極
的

に
参
加
す
る
な
ど
で
、
事
務
能
率
を
高

め
て
ほ
し
い
。

◇
登
坂
　
茂
議
員

①
永
久
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
十
分

な
設
計
と
監
督
を
願
い
た
い
。

②
中
子
、
久
保
山
の
施
設
誘
致
、
工
場

誘
致
関
係
の
予
算
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

③
豪
雪
時
に
火
災
が
相
次
ぎ
起
こ
っ
た
。

小
さ
な
道
も
圧
雪
し
て
お
く
な
ど
災
害

に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

④職員の

規
律
、
指
導
に
つ
い
て
は
。

◇
根
津
町
長

．
①
優
秀
な
技
術
を
持
っ
た
業
者
を
指
名

す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
監
督
は
厳

重
に
行
っ
て
い
く
。

②雇

用
の
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
、
こ
れ
ら
の
誘
致
に
は
力
を
入
れ

て
い
る
。
旅
費
や
交
際
費
で
対
処
し
た

い
。

③
水
利
を
十
分
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
水
槽
の
も
と
ま
で
入
れ
る
よ
う

に
し
て
お
き
た
い
。
水
槽
不
足
の
と
こ

ろ
は
早
期
に
設
置
し
た
い
。

④
厳
格
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
能
率

の
向
上
、
綱
紀
粛
正
に
つ
な
が
る
。

⇔
保
坂
次
夫
議
員

①
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
凍
結
と
特

別
昇
給
の
基
準
は
。

②
千
手
地
内
の
道
路
は
冬
期
混
雑
す
る

が
、
県
道
と
幹
線
を
結
ぶ
道
路
を
新
設

で
き
な
い
か
。
東
線
の
構
想
は
ど
う
か
。

③
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
一
部

負
担
金
窓
口
払
い
を
町
で
肩
代
わ
り
願

い
た
い
。

④
下
水
道
の
汚
泥
は
霧
谷
で
処
分
す
る

の
か
。

◇
根
津
町
長

①
特
殊
勤
務
手
当
は
条
例
で
二
年
間
凍

結
し
た
。
特
別
昇
給
は
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
を
上
げ
る
た
め
取
り
入
れ
た
。

②
県
道
拡
幅
は
調
査
段
階
で
あ
る
。
県

道
と
幹
線
を
結
ぶ
新
線
は
、
以
前
に
考

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
実
現

し
な
か
っ
た
。
混
雑
緩
和
に
つ
い
て
は

地
元
の
方
々
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

東
側
の
道
路
は
9
号
道
路
を
軸
と
し
て

今
後
考
え
て
い
く
。

③
病
院
と
町
と
が
契
約
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
一
部
負
担
金
の
高
額
療
養
費
分

を
窓
口
で
支
払
わ
な
く
て
も
よ
く
な
る
。

四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
よ
う
各
病
院

と
契
約
す
る
。

④
上
野
の
下
水
道
の
汚
泥
は
肥
料
化
し

た
い
。
十
日
町
市
の
汚
泥
に
つ
い
て
は

よ
く
調
べ
た
上
で
対
処
す
る
。

⇔
若
山
三
郎
議
員

①
中
子
地
区
文
教
施
設
の
誘
致
に
つ
い

て
の
現
状
は
。

②
臨
調
で
は
学
校
給
食
棟
を
全
町
一
施

設
に
と
答
申
し
て
い
る
が
、
将
来
ど
の

よ
う
に
し
た
い
の
か
。

③
婦
人
活
動
に
対
す
る
予
算
が
減
っ
て

い
る
が
。

◇
根
津
町
長

①昭

和
五
十
年
ご
ろ
か
ら
の
話
で
あ
っ

た
が
進
展
し
な
い
。
今
、
話
が
出
て
い

る
の
は
総
合
薬
科
大
学
で
あ
る
。

②
子
供
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
地
域
休

養
施
設
の
あ
た
り
も
考
え
ら
れ
る
が
、

昭
和
六
十
年
の
上
野
小
学
校
改
築
の
こ

ろ
ま
で
に
考
え
た
い
。

③
婦
人
会
の
問
題
が
あ
る
。
婦
人
会
の

あ
る
べ
き
姿
を
し
っ
か
り
検
討
す
る
年

に
し
た
い
。
千
手
、
上
野
は
今
ま
で
ど

お
り
、
橘
、
仙
田
は
部
落
組
織
な
ど
と

い
う
考
え
も
あ
る
。

⇔
押
木
元
男
議
員

①
出
ず
る
を
制
し
、
効
果
的
な
支
出
が

必
要
と
な
る
予
算
で
あ
る
。
町
で
は
資

格
、
特
殊
技
術
取
得
を
奨
励
し
て
い
る

か
、
す
る
つ
も
り
か
。
採
用
の
条
件
と

し
て
の
資
格
の
考
慮
は
。
庁
内
で
の
保

守
、
点
検
を
行
う
考
え
は
。

◇
根
津
町
長

①
役
場
の
仕
事
も
高
度
化
し
、
専
門
的

な
知
識
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
委

託
が
主
で
あ
る
。
資
格
の
取
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
取
っ
て
も
ら
う
。
で
き
る

範
囲
の
研
修
は
奨
励
し
て
い
く
。
専
門

技
術
委
託
の
段
階
は
な
か
な
か
抜
け
き

れ
な
い
。

⇔
高
橋
弥
太
郎
議
員

①
藤
沢
部
落
、
越
ケ
沢
部
落
の
集
落
移

転
問
題
に
つ
い
て
。
豪
雪
、
災
害
、
過

疎
に
耐
え
て
き
た
部
落
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
町
と
し
て
は
対
処
し
て
く
れ

る
の
か
。

②
・
同
倉
小
学
校
は
新
年
度
か
ら
二
人
に

な
る
。
教
育
の
万
全
を
期
し
て
ほ
し
い

⑨
・
同
校
生
の
寄
宿
制
度
に
つ
い
て
の
考

え
は
な
い
か
。

◇
根
津
町
長

①
集
落
移
転
は
国
が
起
債
、
補
助
金
を

め
ん
ど
う
し
て
く
れ
る
。
し
か
し
全
戸

が
移
転
す
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
郷

里
を
離
れ
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
で
あ
る

町
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
の
お
世
話
は

し
て
い
く
。

②
教
育
の
内
容
は
、
教
育
委
員
会
で
研

究
し
て
ほ
し
い
。
地
元
の
方
々
の
協
力

も
願
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
冬
場
だ
け
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
町

営
の
施
設
や
休
養
施
設
の
活
用
な
ど
を

考
え
て
い
き
た
い
。

（
総
括
質
疑
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
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（
前
ぺ
ー
ジ
か
ら
）

⇔
高
橋
長
夫
議
員

①
特
別
昇
給
に
当
た
っ
て
は
勤
務
評
定

を
行
っ
て
い
る
か
。

②
農
業
共
済
事
業
で
、
水
稲
の
全
相
殺

方
式
を
千
手
地
区
に
取
り
入
れ
て
か
ら

三
年
経
過
し
た
。
他
地
区
は
ど
の
よ
う

な
状
況
な
の
か
。

③
林
道
工
事
や
造
林
事
業
に
よ
っ
て
河

川
や
溜
池
に
土
砂
が
流
入
し
て
い
る
。

坪
山
沢
の
溜
池
は
貯
水
量
が
減
っ
て
き

た
。
土
砂
を
取
り
除
い
て
ほ
し
い
。

◇
根
津
町
長

①
勤
務
評
定
事
務
は
総
務
課
長
が
行
っ

て
い
る
。
普
通
の
勤
務
状
態
の
者
は
特

別
昇
給
に
該
当
さ
せ
て
い
る
。
他
町
村

よ
り
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が
低
い
た
め

に
行
っ
て
い
る
措
置
で
あ
る
。

②
全
相
殺
方
式
は
県
囚
で
は
川
西
町
だ

け
で
あ
る
。
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用

率
が
高
ま
ら
な
い
と
実
施
が
難
し
い
。

③坪山の

溜
池
に
は
藤
沢
林
道
工
事
の

と
き
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
機
械

に
よ
り
取
り
除
く
方
法
な
ど
を
土
地
改

良
区
で
も
考
え
て
い
く
。

⇔
平
野
圭
二
議
員

①町財政の

健
全
化
に
つ
い
て
は
、
町

の
将
来
を
長
期
的
に
に
ら
ん
だ
上
で
行

っ
て
ほ
し
い
。

②
字
校
教
育
は
、
学
校
、
町
、
町
民
が

一
体
と
な
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
保
護
す
る
だ
け
で
は
進
歩
し
な
い

の
で
は
な
い
か
。

③
五
十
七
年
度
の
町
の
建
設
事
業
に
対

し
黒
い
霧
の
疑
い
が
生
じ
た
が
、
き
然

と
し
た
町
政
を
望
み
た
い
。

◇
根
津
町
長

①
字
校
建
設
が
一
段
落
す
れ
ば
少
し
は

好
転
と
も
思
わ
れ
る
が
、
長
期
的
な
立

場
で
行
財
政
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
五
十
八
年
度
は
第
四
次
五
か
年
計

画
を
立
て
る
年
で
あ
る
。
変
動
の
激
し

い
時
期
に
将
来
を
見
通
し
い
ろ
い
ろ
審

議
し
て
い
た
だ
く
の
も
た
い
せ
つ
な
こ

と
で
あ
る
。

②
過
保
護
の
面
は
学
校
統
合
に
よ
る
条

件
か
ら
も
出
て
い
る
。
教
育
面
で
は
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

③
談
合
疑
惑
な
ど
で
さ
わ
が
れ
た
が
、

疑
惑
を
持
た
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な

い
よ
う
に
す
る
。

◇
高
橋
礼
三
議
員

①
タ
バ
コ
の
自
動
販
売
機
を
中
学
生
が

使
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
。

②
工
場
誘
致
、
学
園
誘
致
を
今
年
中
に

行
っ
て
ほ
し
い
。
国
県
の
指
導
は
あ
る

の
か
。

③
当
葉
材
木
店
前
の
交
差
点
に
地
下
道

を
設
け
て
は
ど
う
か
。

◇
根
津
町
長

①
自
動
販
売
機
が
も
た
ら
す
影
響
は
大

き
い
。
家
庭
教
育
も
し
っ
か
り
し
て
ほ

し
い
。

②
こ
れ
ら
の
も
の
に
当
て
は
ま
る
事
業

は
な
か
な
か
な
い
。
指
導
は
受
け
て
い

る
。
高
速
交
通
時
代
に
対
処
す
る
姿
勢

と
し
て
今
ま
で
や
っ
て
き
た
。
将
来
の

こ
と
を
考
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

③
交
通
混
雑
の
場
所
で
あ
る
。
信
号
機

や
交
通
整
理
で
秩
序
が
保
た
れ
て
い
る
。

地
下
道
は
め
ん
ど
う
だ
と
思
う
が
、
話

を
出
し
て
み
た
い
。

◇
桑
原
要
雄
議
員

①
藤
沢
部
落
の
移
転
問
題
に
つ
い
て
は
、

部
落
の
方
々
の
心
境
を
く
ん
で
い
た
だ

き
、
温
か
い
手
を
差
し
伸
べ
て
ほ
し
い
。

◇
根
津
町
長

①
藤
沢
は
い
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
土
地

を
生
か
し
所
得
を
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し

い
。⇔

小
林
正
人
議
員

①
保
育
園
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
不
均

衡
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
国
の
基
準
に

よ
っ
て
現
在
算
定
し
て
い
る
が
、
審
議

会
を
設
置
し
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
十
日
町
市
の
公
共
下
水
道
の
汚
泥
処

理
を
霧
谷
で
し
た
い
と
い
っ
て
い
る
が
、

十
日
町
市
長
と
十
分
な
話
し
合
い
の
上

で
対
処
し
て
ほ
し
い
。

③
第
四
次
総
合
開
発
計
画
の
審
議
会
発

足
時
期
に
つ
い
て
。

◇
根
津
町
長

①
保
育
園
の
定
員
は
四
百
十
人
と
な
っ

て
い
る
が
、
五
十
人
ほ
ど
の
欠
員
が
生

じ
て
い
る
。
保
育
料
は
国
の
基
準
に
よ

っ
て
い
る
。
保
育
料
以
外
は
国
な
ど
の

措
置
費
で
賄
わ
れ
る
。
保
育
料
軽
減
分

は
町
費
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
い
ほ
う
は
一
部
軽
減
し
て
い
る
。
説

明
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
納
得
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

②
科
学
的
な
汚
泥
は
厳
重
な
基
準
の
上

で
処
理
さ
れ
る
。
渋
海
川
の
下
流
で
は

1
き
ー
ん

協
安
心

ね

水
道
の
水
源
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
慎
重
に
対
処
す
る
。

③
第
四
次
総
合
開
発
計
画
は
五
十
九
年

度
か
ら
始
ま
る
。
大
き
な
転
換
期
に
直

面
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
構
え
で
五
か

年
計
画
を
策
定
願
い
た
い
。
六
月
ご
ろ

発
足
さ
せ
た
い
。

お
ト

弘
ー
〈
ー
し

　
9

ク
な

保
険
料
の
前
納
制
度

国
民
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
！

「
月
々
の
保
険
料
納
入
の
手
間
を
省

く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
つ
い
う
っ
か

り
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
、
し
か
も
割

引
の
お
ま
け
つ
き
」
な
ど
と
い
う
ウ

マ
イ
お
話
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

保
険
料
の
前
納
制
度
が
そ
れ
で
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
保
険
料
額
は
、

一
か
月
五
千
八
百
二
十
円
、
一
年
間

で
は
六
万
九
千
九
百
六
十
円
に
な
り

ま
す
が
、
四
月
に
一
年
前
納
を
し
た

場
合
は
、
六
万
八
千
二
百
七
十
円
で

千
六
百
九
十
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
四
月
は
保
険
料
を
前
納
す
る
の
に

た
い
へ
ん
都
合
の
よ
い
時
期
で
す
。

皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に
コ
年
前

納
」
に
切
り
替
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
保
険
料
を
四
月
に
一

年
前
納
し
た
場
合
の
保
険
料
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
定
額
保
険
料
　
六
万
八
千
二
百
七

十
円

○
付
加
保
険
料
　
四
千
六
百
八
十
円

○
定
額
保
険
料
十
付
加
保
険
料
　
七

万
二
千
九
百
五
十
円

口〔ロ
ロ

“

四
月
か
ら
の
保
険
料
は

前
納
で
き
ま
す
。
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第
二
回
町
議
会
定
例
会
は
、
新
年
度
予
算
の
審
議
が
中
心
で
し
た
が
、

ほ
か
に
も
、
条
例
の
改
正
や
五
十
七
年
度
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　松
　ザ使業
　チ用壮
料の
を

決
め

る

条
例
関
係

○
地
域
休
養
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

区　　　　分 単位 使　用　料
大人（中学生以上） 小　学　生

1宿泊および休
憩の使用料

宿泊 1人1泊当たり 2，500円 2，000円

休憩 1人1回当たり 400円 200円
2．会議等におけ

る広間の使用
料

会議室

1室1時間
当たり

1，000円

大広間 600円
中広間 400円
宿泊室 200円

幼児の宿泊料は無料ですが、寝具を専用に使用したときは1組
1，000円をいただきます。

　　　　　　　．　　　　　　　一　　　　　　　．　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　．　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　〇　　　一　　一　　．　　一　，　騨　一
一一一

松葉荘の使用料

　
関
す
る
条
例

　
七
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
松
葉
荘
」

の
管
理
方
法
な
ど
を
決
め
た
も
の
で
す
。

使
用
料
は
別
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
に
伴
う
費
用

徴
収
条
例

　
町
で
は
、
お
年
寄
り
の
介
護
が
困
難

な
ご
家
庭
に
老
人
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣

し
、
日
常
生
活
上
の
お
世
話
を
し
て
い

ま
す
が
、
四
月
一
日
か
ら
派
遣
に
伴
う

費
用
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
や
、

生
計
中
心
者
が
前
年
所
得
税
非
課
税
の

世
帯
は
、
費
用
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

年
税
額
三
万
円
未
満
の
世
帯
は
一
時
間

当
た
り
二
百
九
十
円
、
三
万
円
以
上
の

世
帯
か
ら
は
五
百
八
十
円
を
支
払
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

○
老
人
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

　
六
十
五
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
人
、

六
十
五
歳
以
上
で
三
か
月
以
上
寝
た
き

り
で
、
介
助
を
受
け
な
け
れ
ば
生
活
を

し
て
い
け
な
い
人
は
、
申
請
に
よ
り
医

療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関

　
す
る
条
例

　
助
成
の
対
象
者
は
、
重
症
心
身
障
害

者
、
重
度
精
神
薄
弱
者
、
重
度
身
体
障

害
者
で
す
。
町
長
に
申
請
し
、
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

灘

議会の様子

o
乳
児
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

　
乳
児
の
保
護
者
が
助
成
対
象
者
に
な

り
ま
す
。
対
象
期
間
は
乳
児
が
出
生
し

た
日
か
ら
満
一
歳
に
達
し
た
月
の
末
日

ま
で
で
す
。

○
妊
産
婦
及
び
乳
児
の
医
療
費
助
成
に

　
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措

　
置
に
関
す
る
条
例

　
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
妊
娠
届
出
を

し
た
人
と
乳
児
は
、
今
ま
で
ど
お
り
助

成
が
続
き
ま
す
。

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

　
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
は
、
下
水
溝
や
道

路
側
溝
に
た
ま
っ
た
家
庭
用
雑
排
水
を
、

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
た
信
濃
川
の
伏
流
水

で
流
し
去
る
施
設
で
す
。
農
産
物
や
農

機
具
の
洗
い
場
も
で
き
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
千
手
地
区
（
山
の
根
、

と
伊
友
を
除
く
）
に
で
き
る
も
の
で
す
。

○
幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
保
育
料
が
四
月
か
ら
上
が
り
ま
す
。

月
七
千
円
（
改
正
前
六
千
円
）
、
年
額

で
は
八
万
四
千
円
（
改
正
前
七
万
二
千

円
）
に
な
り
ま
す
。

○
保
育
園
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
橘
保
育
園
の
定
員
を
百
人
か
ら
九
十

人
に
改
正
し
ま
し
た
。

O
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正

　
給
水
区
域
に
田
戸
中
仙
田
、
赤
谷
、

岩
瀬
を
加
え
、
給
水
人
口
を
七
千
六
百

人
、
一
日
最
大
給
水
量
を
三
千
三
百
十

立
方
メ
ー
ト
ル
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

　
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正

○
川
西
町
職
員
の
特
別
勤
務
手
当
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
上
水
道
条
例
の
一
部
改
正

○
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　
が
あ
り
ま
し
た
。

補
正
予
算

〇
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
九
号
）

　
千
十
四
万
五
千
円
を
減
額
し
、
総
額

は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
九
億
五
千

五
百
八
十
九
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を

千
二
百
五
十
万
円
減
ら
し
、
基
金
利
子

を
二
百
三
十
五
万
五
千
円
増
や
し
ま
し

た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
財
政

調
整
基
金
積
立
金
を
二
百
三
十
五
万
五

千
円
増
や
し
た
こ
と
、
衛
生
費
の
水
道

企
業
会
計
と
簡
易
水
道
事
業
会
計
へ
の

繰
出
金
が
五
百
八
十
万
円
減
っ
た
こ
と
、

公
債
費
の
借
入
金
利
子
が
五
百
万
円
減

っ
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

〇
五
十
七
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
七
十
五
万

一
千
円
を
減
額
し
、
総
額
は
五
千
二
百

二
十
七
万
七
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

使
用
料
金
の
改
正
、
故
障
が
少
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
補
正
で
す
。

〇
五
十
七
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
五
号
）

　
上
野
浄
水
道
水
源
（
中
子
）
拡
張
工

事
が
消
雪
配
管
の
削
減
に
よ
っ
て
三
十

七
万
円
減
り
、
三
百
五
士
二
万
円
に
な

っ
た
こ
と
、
地
域
休
養
施
設
送
水
管
布

設
工
事
が
配
管
ル
ー
ト
変
更
に
よ
っ
て

百
十
六
万
七
千
円
減
り
、
二
千
二
百
八

士
二
万
三
千
円
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

目
に
つ
き
ま
し
た
。
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一
般
会
計
の
補
正

三
千
二
百
八
十
二
万
円
を
減
額

〇
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
＋
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
二
百
八
十

二
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を
二
十
九
億

二
千
三
百
七
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
で
目
だ
つ
も
の
は
、
地
方
交
付

税
が
二
千
八
百
二
十
七
万
円
増
え
た
こ

と
と
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を
二
千

六
百
万
円
、
そ
れ
に
土
地
開
発
基
金
繰

入
金
を
三
千
万
円
減
ら
し
た
こ
と
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
歯
科
診
療
所
特
別
会
計

繰
入
金
を
九
百
三
十
万
七
千
円
増
や
し

た
の
に
対
し
、
老
人
医
療
費
扶
助
が
三

一一齢一1県議選一蜘・一1・。

百
八
十
三
万
二
千
円
、
林
道
開
設
工
事

費
が
七
百
五
十
一
万
円
、
災
害
復
旧
費

が
五
百
四
十
万
六
千
円
減
っ
た
の
が
主

な
も
の
と
し
て
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
需
用
費
に
つ
い
て
は
、
五
十
七

年
度
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
は
ど

れ
か
を
細
か
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
れ
以

外
の
も
の
は
す
べ
て
減
額
の
対
象
と
し

ま
し
た
。

〇
五
十
七
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
千
百
五
十
七
万
八
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
八
千

百
六
十
五
万
一
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
療
養
給
付
費
の
補
正
が
主
な
も
の
で

し
た
。

〇
五
十
七
年
度
国
民
健
康
保
険
診
療
所

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
三
百
五
十
九
万
五
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
八
千
三
百
三
十
三
万
九
千
円
に

し
ま
し
た
。

　
診
療
収
入
を
増
額
し
た
も
の
で
す
。

〇
五
十
七
年
度
歯
科
診
療
所
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）

　
三
千
百
九
十
一
万
八
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
三
千
百
六
十
二
万
二
干
円
と
し

ま
し
た
。

　
歯
科
診
療
所
は
、
昨
年
九
月
い
っ
ぱ

い
で
閉
じ
ま
し
た
が
、
会
計
は
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　畦　　　　　　灘　　　　　馨　　　　莚　　　藻難　　騰　灘麟

《

翫
引
慰
9
別
田
四

厨
盤

目

　
四
月
十
日
に
行
わ
れ
た
新
潟
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
、
川
西
町
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

〈
川
西
町
選
挙
管
理
委
員
会
発
表
〉

◎
当
日
の
有
権
者
数

　
　
男
・
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
三
、
四
八
三
人

　
　
女
…
…
…
…
…
三
、
七
一
一
人

　
　
計
・
・
．
・
．
．
．
．
．
・
．
．
．
．
．
七
、
一
九
四
人

◎
投
票
者
数

　
　
男
…
…
…

　
　
女
…
…
…

　
　
計
…
…
…

…
…
三
、

…
…
三
、

：
：
：
⊥
ハ
、

〇
二
九
人

四
〇
七
人

四
三
六
人

◎
投
西
蛋
＋

　
　
男
…
…

　
　
女
…
…

　
　
計
…
…

●
　
●
　
●
●
　
O

O
　
●
　
●
　
●
　
●

●
　
●
　
●
　
●
　
●

…
八
六
・
九
七
％

…
九
一
・
八
一
％

…
八
九
・
四
六
％

◎
投
票
総
数
の
う
ち

　
　
有
効
投
票
・
…
一
六
、
三
四
九
票

　
　
無
効
投
票
．
．
．
．
．
．
　
　
八
八
票

◎
候
補
者
別
得
票
数
（
）
内
郡
の
結
果

祢
津
文
雄
　
三
、
七
二
九
票

　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
、
九
九
三
票
）

藤
ノ
木
た
ろ
う
　
　
二
、
六
二
〇
票

　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
、
四
二
五
票
）

　　　　澗　　　騰　　蝋　騰　麟韓鱗

灘
麗
識
鐵
　
羅
轄
麗
難
甑
擬
輸
雛
麗
　
艇
縦
難
藩
熱
鶴
　
揺
難
漏

　
　
　
　
　
　
　
ノ

》

灘
難
蕪
構
灘
雛
難
雛
羅
　
鰹
澱
鼎
慧
灘
輝
灘
雛
謙
“
籔
轍
　
離
　
　
雛
繍
　
　
　
巽
　
鰯
顕

　
　
る
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
七
月

　
　
二
十
三
日
（
現
在
の
八
月
十
七
日
）

　
　
に
起
き
た
上
野
本
村
の
大
火
は
、
寺

　
　
の
屋
根
に
落
下
し
た
祭
礼
花
火
の
不

　
　
発
が
も
と
で
、
五
十
四
戸
を
焼
失
し

　
　
た
と
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
岩
瀬
に
二
度
目
の
大
火
が
起
き
た

　
　
の
は
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
三

　
　
月
十
一
日
（
現
在
の
四
月
二
十
四
日
）

　
　
の
初
更
で
あ
っ
た
。
五
つ
刻
（
午
後

　
　
八
時
）
ご
ろ
出
火
し
、
強
い
春
風
に

　
　
あ
お
ら
れ
て
三
日
三
晩
燃
え
続
け
て
、

　
　
村
の
大
半
に
当
た
る
三
十
六
戸
を
焼

　
岩
瀬
は
、
過
去
に
二
回
も
記
録
的

な
大
火
事
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
最
初
の
大
火
は
天
明
三
年
（
一

七
八
三
）
八
月
十
七
日
（
現
在
の
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
き
ゅ
う
ど
し

月
十
三
日
）
の
夜
半
で
、
困
窮
年
の

さ
な
か
に
住
家
七
戸
を
全
焼
し
た
。

　
大
火
の
あ
と
、
無
火
災
を
願
う
村

の
衆
は
、
こ
ん
な
災
難
が
二
度
と
起

き
な
い
よ
う
に
と
、
寛
政
二
年
（
一

七
九
〇
）
に
石
像
の
火
伏
地
蔵
を
村

の
中
央
に
安
置
し
、
決
意
も
新
た
に

火
を
余
す
ま
い
こ
と
を
誓
っ
た
。

　
こ
の
時
代
の
川
西
町
に
は
、
不
思

議
な
く
ら
い
大
火
事
が
起
こ
っ
て
い

る
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
春

に
は
、
子
ど
も
の
火
遊
び
が
原
因
で

室
島
に
大
火
が
あ
り
、
渋
海
川
を
は

さ
ん
だ
川
西
の
村
全
戸
（
十
八
戸
）

が
焼
失
し
た
。
文
化
十
年
（
一
八
一

三
）
に
は
千
手
の
中
屋
敷
村
に
大
火

が
あ
り
、
家
数
七
十
余
戸
の
う
ち
、

一
戸
を
残
し
て
全
焼
し
た
よ
う
で
あ

い
て
よ
う
や
く
鎮
火
し
た
。

　
こ
の
と
き
の
火
勢
は
、
岩
瀬
の
空

が
真
紅
に
な
っ
て
い
く
の
を
見
て
火

事
と
気
付
い
た
大
白
倉
の
親
類
縁
者

が
、
村
境
の
峠
（
現
在
の
大
倉
ト
ン

ネ
ル
の
上
）
ま
で
来
る
と
、
も
う
顔

中
が
熱
く
な
り
、
水
で
ぬ
ら
し
た
手

ぬ
ぐ拭

い
で
頬
か
む
り
し
な
け
れ
ば
、
峠

の
急
坂
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ

ど
の
す
ご
い
熱
気
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ど
う
に
も
手
の
施
し
よ
う
が
な
く
、

燃
え
る
に
任
せ
て
火
勢
の
衰
え
を
待

つ
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
口
伝
え
に
よ
る
と
、
こ
の
火
事
に

出
動
し
て
消
火
に
当
た
っ
た
火
伏
地

蔵
は
全
身
に
大
火
傷
を
負
い
、
し
か

も
火
を
鎮
め
よ
う
と
し
た
さ
い
に
左

手
首
を
骨
折
し
た
と
い
わ
れ
、
こ
の

傷
跡
は
今
も
痛
ま
し
く
残
っ
て
い
る
。

　
こ
の
大
火
を
伝
え
る
記
録
が
、
登

坂
侃
治
氏
宅
に
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
差
上
申
一
札
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺

韓
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高
額
療
養
費

受
領
委
任
払
い
制
を
実
施

　
町
で
は
郡
市
医
師
会
や
、
郡
市
以
外

の
医
療
機
関
か
ら
協
力
を
得
て
、
高
額

療
養
費
の
受
領
委
任
払
い
制
を
、
四
月

一
日
以
降
の
診
療
分
か
ら
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
額
療
養
費
制
度
は
同
じ
人
が
同
一

の
医
療
機
関
で
同
一
月
に
、
五
万
一
千

円
以
上
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
額
が
二
か
月
後
に
申
請
に

よ
り
給
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
時
的
に
で
も
そ
の
額
が

大
き
い
だ
け
に
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
。

　
受
領
委
任
払
い
制
と
は
、
一
時
的
に

せ
よ
五
万
一
千
円
を
超
え
た
額
を
負
担

し
て
い
た
も
の
を
、
そ
の
医
療
機
関
の

窓
口
に
五
万
一
千
円
を
支
払
い
、
超
え

た
額
の
受
領
を
そ
の
医
療
機
関
に
委
任

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
受
領
委
任
払
い
制
に

は
次
の
よ
う
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。

①
町
と
受
領
委
任
払
い
の
協
定
を
し
て

　
い
る
医
療
機
関
に
限
ら
れ
ま
す
。

妊
産
婦
と
乳
児
の

②医

療
費
の
自
己
負
担
分
（
保
険
診
療

　
分
）
の
支
払
い
が
真
に
困
難
な
世
帯

　
に
限
り
ま
す
。

③
高
額
療
養
費
受
領
委
任
払
い
を
希
望

　
さ
れ
る
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
管
理
室
、
ま

た
は
病
院
の
窓
ロ
ヘ
。

医
療
費
助
成
が
変
わ
り
ま
す

　
町
で
は
、
妊
産
婦
と
乳
児
の
医
療
費

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
四
月

一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
の
廃
止

　
妊
産
婦
医
療
費
の
助
成
は
三
月
三
十

一
日
限
り
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
妊
娠
届
出
を
し
た

人
は
、
引
き
続
き
助
成
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　
乳
児
は
、
今
ま
で
ど
お
り
助
成
さ
れ

ま
す
。
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戸籍手数料を改正

戸籍手数料令が改正され、4月

1日から次のようになりました。

種　　　　別 手数料
戸籍の謄本・抄本 1通につき300円

除籍、原戸籍の謄本

・抄本 1通につき500円

戸籍の記載事項証明 1件につき200円

除籍の記載事項証明 1件につき300円

届出の受理証明等
　上質紙を用いる場

合（婚姻・離縁・養

子縁組・養子離縁・

認知の届出）

1通につき200円

1通につき1，000円

届書その他市町村長

の受理した書類の閲

覧

1件につき200円

◎
療
養
費
の
一
部
負
担
金
制
度
を
導
入

　
対
象
妊
産
婦
（
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
妊
娠
届
出
を
し
た
人
）
と
、
対
象
乳

児
（
出
生
し
た
日
か
ら
満
一
歳
に
達
し

た
月
の
末
日
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
）
が
療

養
を
受
け
る
と
き
は
、
次
の
よ
う
に
一

部
負
担
金
を
控
除
し
た
額
が
助
成
さ
れ

ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

　
外
来
の
場
合
は
、
月
の
初
回
受
診
日

に
四
百
円
（
自
己
負
担
額
が
四
百
円
に

満
た
な
い
と
き
は
そ
の
額
）
を
、
入
院

の
場
合
は
、
一
日
に
つ
き
三
百
円
（
二

か
月
を
限
度
）
を
差
し
引
い
た
額
が
助

成
さ
れ
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
以
外
の
社
会
保
険
に

　
加
入
し
て
い
る
人

　
今
ま
で
ど
お
り
、
医
療
費
助
成
申
請

書
の
交
付
を
受
け
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
国
民
健
康
保
険
の
場
合
と
同
じ
く
、

一
部
負
担
金
（
外
来
一
か
月
四
百
円
、

入
院
一
日
に
つ
き
三
百
円
）
を
控
除
し

た
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　鮒　　　　騨嚢　　　　　　　　馨
・難

億　
当
御
代
官
所
越
後
国
魚
沼
郡
仙
田

村
百
姓
○
○
灰
小
屋
よ
り
当
三
月
十

一
日
夜
及
出
火
、
類
焼
も
有
之
、
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
せ

段
御
訴
申
上
候
に
付
、
為
御
検
分
被

ら
れ成

候
、
始
末
御
吟
味
御
座
候
処
、
○

　
　
　
　
　
い
　
ろ
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く

○
儀
同
日
朝
囲
炉
裏
の
灰
を
執
り
能

し
め
し湿

、
居
住
裏
灰
小
屋
へ
入
置
候
処
、

　
　
　
　
　
　
ま
か
り
お
り

右
灰
火
気
相
残
罷
居
候
、
同
夜
五
つ

刻
頃
右
灰
小
屋
よ
り
焼
失
致
、
尤
、

　
　
　
　
　
　
　
　
け
が

高
札
場
無
難
、
人
馬
揆
我
等
無
之
、

　
　
　
　
　
あ
や
し
き
ふ
う
ぷ
ん

右
出
火
候
付
怪
敷
風
分
無
御
座
候
得

　
　
こ
し
ょ
う

共
、
故
障
も
有
之
労
火
元
○
○
儀
恐

　
　
　
　
　
に
ゅ
う
じ
あ
い
つ
つ
し
み

入
其
場
よ
り
入
寺
相
慎
罷
居
候
処
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
め
ん
く
だ
さ
れ

数
相
立
候
付
、
今
般
入
寺
差
免
被
下

候
間
、
以
来
火
の
元
の
儀
精
々
入
念

　
　
　
お
お
せ
わ
た
さ
れ

可
申
旨
被
仰
渡
難
有
承
知
奉
畏
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
ん
の
ご
と
し

依
之
連
印
相
受
印
形
差
上
申
所
如
件

　
　
天
保
十
亥
年
四
月
七
日

　
　
　
　
　
百
姓
火
元
○
○

　
　
　
　
　
組
頭
長
治
衛
門

　
　
　
　
　
庄
屋
　
加
藤
治

　
平
岡
熊
太
郎
様

　
　
脇
野
町
御
役
所

　
大
火
事
の
あ
と
、
岩
瀬
で
は
、
朝

な
夕
な
に
火
の
番
を
し
て
く
れ
る
番

頭
を
雇
い
、
夜
っ
ぴ
で
火
の
番
に
当

た
ら
せ
た
。
こ
の
た
め
、
以
後
は
一

件
の
火
災
も
起
き
な
か
っ
た
が
、
村

の
衆
が
悲
惨
な
大
火
を
忘
れ
か
け
た

安
政
か
ら
万
延
（
一
八
五
四
～
六
〇
）

に
か
け
て
、
不
審
な
ボ
ヤ
が
毎
年
の

よ
う
に
続
出
し
た
。
そ
こ
で
、
村
の

衆
が
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
一
連
の

火
事
騒
ぎ
は
放
火
で
、
犯
人
は
意
外

に
も
番
頭
自
身
で
あ
っ
た
。

　
里
の
方
か
ら
雇
わ
れ
て
き
た
こ
の

番
頭
は
、
な
か
な
か
の
悪
玉
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
あ
る
日
、
村
重
立
の
一

人
が
、
　
「
火
事
が
出
な
く
な
っ
た
、

火
の
番
は
不
要
に
な
っ
た
」
と
発
言

し
た
こ
と
を
耳
に
す
る
と
、
首
に
な

る
こ
と
を
恐
れ
て
ち
ょ
い
ち
ょ
い
放

火
し
、
あ
た
か
も
自
分
が
発
見
し
た

よ
う
に
見
せ
か
け
て
消
し
止
め
、
そ

れ
を
手
柄
に
身
の
安
泰
を
は
か
ろ
う

と
工
作
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
あ
る
夜
、
火
の
番
小
屋
の
改
築
を

願
っ
て
自
分
の
住
居
に
放
火
し
た
番

頭
は
、
こ
の
火
事
を
、
そ
の
晩
に
宿

　
　
　
　
み

泊
さ
せ
た
箕
売
り
の
せ
い
に
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
箕
売
り
が
放
火
の
現

場
を
目
撃
し
て
い
た
た
め
逆
に
捕
え

ら
れ
、
見
せ
し
め
に
村
中
を
引
き
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ば

さ
れ
て
、
後
日
、
ヘ
ッ
リ
の
巾
で

処
刑
さ
れ
た
。
文
久
三
年
（
一
八
六

三
）
夏
の
晩
方
で
あ
っ
た
と
い
う
。

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

高
橋
幸
治
（
横
浜
）
、
田
口
正
敏

（
木
落
）
、
若
山
三
郎
（
新
町
新
田
）
、

羽
鳥
仁
平
（
伊
友
）
、
丸
山
正
平

（
原
田
）
、
平
野
圭
二
（
東
善
寺
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

　
永
照
堂
鶴
寿
石
碑
志
願
帳
1
（
一

八
五
一
）
、
御
朱
印
の
写
1
（
一
八

六
〇
）
、
日
露
戦
役
従
軍
記
1
（
一

九
〇
四
～
五
）
、
ふ
る
さ
と
の
記
録
、

昭
和
年
代
の
庚
申
還
暦
供
養
と
そ
の

遍
歴
、
四
十
七
士
供
養
一
覧
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渡
辺
卓
也
君

　雪解けが早まるにつれて、春も

駆け足でやってきます。

　道端で会話している人たちの表

情にも、和やかさが漂っています。

　新入学（園）児童が重いカバン

を背負って通学（園）します。交

通事故から守ってあげましょう。

が

退職のごあいさつ

　
山
賀
警
部
は
、
三
月
い
っ
ぱ
い
で
川

西
駐
在
所
（
県
警
察
）
を
退
職
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
た
び
、
広
報
紙
に
在
職
中
の
思

い
出
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

山
賀
規
司

　
こ
の
冬
は
降
雪
が
少
な
く
、
春
の
息

吹
が
日
ご
と
に
感
じ
ら
れ
る
よ
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
拝
察
し
、

衷
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
、
川
西
駐
在
所

勤
務
と
な
り
、
以
来
六
年
間
川
西
町
に

住
み
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
皆
様
に
接
し
、

中
国
へ
卓
球
遠
征

　
お
話
は
、
五
月
号
で
お
聞
き
か
せ
願

う
予
定
で
す
。

　
渡
辺
卓
也
君
（
十
二
歳
）
が
、
お
父

さ
ん
の
一
治
郎
さ
ん
（
中
屋
敷
）
と
い

っ
し
ょ
に
、
三
月
二
十
六
日
か
ら
四
月

四
日
ま
で
の
十
日
間
、
中
国
の
北
京
大

学
に
卓
球
遠
征
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
本
卓
球
協
会
が
、
昨
年

か
ら
日
本
の
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
強
化
育

成
の
た
め
、
訪
中
カ
デ
ッ
ト
選
手
団
を

派
遣
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
員

に
選
ば
れ
、
遠
征
し
た
も
の
で
す
。

千
手
小

な
か
よ
し
親
切
委
員
会
か
ら

手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
千
手
小
学
校
の
「
な
か
よ
し
親
切
委

員
会
」
は
、
こ
の
た
び
ふ
だ
ん
お
世
話包みにも真心込めて

に
な
っ
て
い
る
地
域
の
人
た
ち
に
、
折

り
づ
る
や
ぞ
う
き
ん
を
贈
り
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
と

い
う
気
持
ち
で
折
っ
た
千
羽
づ
る
で
す
。

交
通
安
全
協
会
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

若
い
お
巡
り
さ
ん

川
西
駐
在
所

　
駒
形
逸
夫
巡
査
部
長

　
「
南
魚
・
塩
沢
町
生
ま
れ
で
す
。
交

通
機
動
隊
長
岡
方
面
隊
か
ら
の
異
動
で

す
。
早
く
町
に
溶
け
込
み
、
み
ん
な
の

交
通
安
全
や
少
年
非
行
防
止
、
防
犯
活

動
等
で
、
多
く
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を

得
て
楽
し
く
仕
事
に
励
み
、
お
か
げ
様

で
大
過
な
く
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

35
歳

仁
田
駐
在
所

　
曾
田
　
　
青
巡
査

　
「
南
蒲
・
栄
町
の
福
島
新
田
駐
在
所

か
ら
回
り
ま
し
た
。
生
ま
れ
は
群
馬
県

で
す
。
地
域
の
人
の
顔
と
名
前
が
一
致

す
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
　
30
歳

今
春
三
月
末
日
を
も
っ
て
退
職
で
き
ま

し
た
こ
と
を
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　
在
任
当
初
は
、
川
西
高
校
の
創
立
と

幹
線
農
道
が
完
成
し
た
年
で
、
町
の
様

相
は
一
変
し
ま
し
た
。
特
に
長
い
直
線

の
幹
線
農
道
の
事
故
防
止
が
課
題
で
し

た
。
理
解
あ
る
町
の
協
力
に
よ
り
安
全

施
設
が
整
備
さ
れ
り
っ
ぱ
な
道
路
と
な

り
ま
し
た
。

　
近
年
、
校
内
暴
力
や
少
年
非
行
が
川

西
町
で
も
発
生
し
ま
し
た
が
、
深
刻
な

問
題
と
し
て
町
ぐ
る
み
で
対
策
に
取
り

組
み
、
効
果
を
上
げ
、
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
は
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
朝
、
私
が
街
頭
監
視
に
立
つ
と
、
通

学
の
生
徒
た
ち
が
お
は
よ
う
と
あ
い
さ

つ
し
ま
す
、
非
常
に
う
れ
し
く
、
こ
れ

は
充
実
し
た
一
日
の
第
一
歩
で
し
た
。

　
先
般
、
千
手
小
学
校
の
な
か
よ
し
親

切
委
員
会
か
ら
、
心
の
こ
も
っ
た
手
作

り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
感
謝
の
手
紙
を
贈

ら
れ
、
感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
、
川
西

町
か
ら
は
、
過
分
な
感
謝
状
を
い
た
だ

き
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
感
動
を

今
後
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
念
じ
、

新
た
な
決
意
を
持
ち
ま
し
た
。

　
退
職
後
は
十
日
町
に
住
み
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
何
か
と
お
世
話
に
な
る
こ

と
が
多
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
変
ら
ぬ

ご
指
導
と
ご
交
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
川
西
町
の
発
展
と
皆
様
の
ご
繁
栄
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
在
職
中
の

お
礼
な
ら
び
に
退
職
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
が
虫
病
は
、
従
来

の
発
生
地
と
地
域
、
時
期
、
お
よ
び
媒

介
す
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
種
類
の
異
な
る

新
型
つ
つ
が
虫
病
と
し
て
、
年
々
患
者

発
生
は
増
加
し
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
五
年
に
赤
谷
の
山
の
中
で

り罹
病
し
た
と
い
う
新
型
つ
つ
が
虫
病
患

者
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
後
川
西
町

で
の
患
者
の
発
生
は
な
い
が
、
五
十
七

年
は
十
日
町
市
で
五
人
の
患
者
が
発
生

し
て
お
り
、
県
内
で
は
三
十
八
人
の
発

生
と
な
っ
た
。

つ
つ
が
虫
病

　
つ
つ
が
虫
病
は
、
病
原
体
（
リ
ケ
ッ

チ
ァ
）
を
保
有
し
た
、
ッ
ツ
ガ
ム
シ
幼

虫
に
刺
さ
れ
て
発
病
す
る
。
刺
さ
れ
て

か
ら
発
病
す
る
ま
で
の
期
間
が
潜
伏
期

で
、
一
、
二
週
間
後
に
発
熱
が
始
ま
る
。

　
典
型
的
な
つ
つ
が
虫
病
の
症
状
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
よ
う

①
刺
さ
れ
た
局
所
に
特
有
の
潰
瘍
（
刺

　
口
）
が
生
じ
る

　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ち
ょ
う

②
リ
ン
パ
節
の
腫
脹
（
特
に
刺
口
局
所

　
近
く
の
も
の
が
著
明
）

③
少
な
く
と
も
一
週
間
、
通
常
二
、
三

　
週
間
高
熱
（
四
十
度
く
ら
い
）
が
続
く

　
　
　
　
　
え

④
皮
膚
の
発
疹

　
な
ど
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
症
状
に
気
づ
い
た
ら
、
た
だ
ち
に
医

師
の
診
察
を
受
け
、
つ
つ
が
虫
病
感
染

の
恐
れ
が
あ
る
場
所
に
立
ち
入
っ
た
こ

と
を
医
師
に
申
し
出
る
こ
と
。

ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
生
態

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
は
ダ
ニ
の
一
種
で
、
世

界
で
は
一
千
種
を
超
え
、
日
本
で
は
八

十
数
種
以
上
知
ら
れ
て
い
る
。

　
川
西
町
の
山
林
、
原
野
、
河
原
、
耕

地
な
ど
に
も
広
く
全
域
に
分
布
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
新
潟
県
で
は
、

今
日
ま
で
十
七
種
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
、
つ
つ
が
虫
病
原
体
を
保
有

す
る
の
は
、
ア
カ
ツ
ツ
ガ
ム
シ
、
フ
ト

ゲ
ツ
ツ
ガ
ム
シ
、
そ
れ
に
タ
テ
ツ
ツ
ガ

ム
シ
の
三
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
’

叉’
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國　宥生　も噂、～，

虚。・、，磁

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
生
態
史
は
、
卵
、
幼

虫
、
若
虫
、
成
虫
の
四
期
か
ら
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
つ
い

幼
虫
期
に
原
則
と
し
て
一
回
脊
椎
動
物

（
特
に
ネ
ズ
ミ
）
に
寄
生
す
る
。
幼
虫

以
外
の
時
期
は
、
地
中
ま
た
は
地
表
で

生
活
す
る
。
人
を
刺
し
、
時
に
つ
つ
が

虫
病
を
感
染
さ
せ
る
幼
虫
は
、
体
長
お

よ
そ
○
・
二
か
ら
○
・
三
ミ
リ
で
吸
着

し
て
動
物
の
血
液
を
吸
う
と
○
・
六
ミ

リ
く
ら
い
に
な
る
。

つ
つ
が
虫
病
の
予
防
対
策

　
予
防
対
策
と
し
て
は
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ

に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
た

い
せ
つ
で
あ
り
、
そ
の
方
法
と
し
て
、

①
山
林
、
草
地
、
や
ぶ
地
な
ど
、
野
そ

　
の
生
息
が
考
え
ら
れ
る
場
所
に
立
ち

　
入
り
作
業
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
長

　
そ
で
の
上
着
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、

　
手
袋
な
ど
を
着
用
し
て
皮
膚
の
露
出

　
を
防
ぐ
こ
と
。
ま
た
、
皮
膚
の
露
出

　
部
に
ダ
ニ
忌
避
剤
を
塗
布
す
る
こ
と

　
も
有
効
で
あ
る
。

②
衣
服
を
草
む
ら
に
置
い
た
り
、
草
む

　
ら
で
休
息
や
用
便
、
ま
た
寝
こ
ろ
ん

　
だ
り
し
な
い
こ
と
。

③
つ
つ
が
虫
病
の
恐
れ
の
あ
る
場
所
に

　
立
ち
入
っ
た
後
は
必
ず
更
衣
、
入
浴

　
し
、
付
着
の
恐
れ
の
あ
る
ツ
ツ
ガ
ム

　
シ
を
洗
い
落
と
す
こ
と
。
皮
膚
に
刺

　
し
口
（
ト
ゲ
を
刺
し
た
よ
う
な
感
じ

　
の
個
所
）
が
な
い
か
よ
く
調
べ
る
こ

　
と
。

　
こ
れ
か
ら
は
山
菜
採
り
の
季
節
に
な

る
が
、
山
へ
入
る
と
き
は
ご
注
意
を
！

　－3笥

浮オっ
‘導

農し
箋自の

㌘げ・’

㌃憩

藝慢
■●●oo◎

写藍
　　覧’●ごげな●

　　ず・阿㍑弥

“
犬
”
の
編
み
ぐ
る
み

野
ロ

五
十
嵐
ス
ギ
さ
ん

　
五
十
嵐
さ
ん
は
、
ヤ

ク
ル
ト
の
カ
ラ
を
利
用

し
、
　
“
犬
”
の
編
み
ぐ

る
み
を
作
ら
れ
た
。

　
ご
く
細
の
白
い
毛
糸

を
ご
ま
編
み
に
し
て
、

カ
ラ
に
か
ぶ
せ
て
体
を

作
る
が
、
こ
の
際
、
倒

れ
な
い
よ
う
に
小
石
を

入
れ
る
の
が
ミ
ソ
で
あ

る
。
目
と
鼻
は
黒
い
ボ

タ
ン
を
使
う
。
帽
子
は
黄
色
の
太
い

毛
糸
を
使
っ
て
い
た
。
縁
ど
り
を
赤

や
緑
の
毛
糸
で
彩
る
。

　
犬
の
編
み
ぐ
る
み
を
始
め
た
の
は

三
年
ほ
ど
前
か
ら
と
い
う
。

　
「
石
打
へ
湯
治
に
行
っ
た
と
き
で

す
。
十
日
町
の
人
が
作
っ
て
い
た
の

を
見
て
、
自
分
流
に
や
っ
て
み
ま
し

た
」

　
な
か
な
か
の
辛
苦
仕
事
で
あ
る
。

　
「
子
守
を
し
な
が
ら
だ
と
、
一
つ

作
る
の
に
三
日
は
か
か
り
ま
す
」

　
手
を
動
か
し
て
い
る
こ
と
が
心
か

ら
好
き
で
、
七
年
く
ら
い
前
か
ら
手

ま
り
や
バ
ッ
ク
な
ど
を
趣
味
と
し
て

作
り
始
め
た
と
の
こ
と
。

　
「
遊
ん
で
い
る
だ
け
で
は
た
い
く

つ
し
ま
す
か
ら
」

　
神
経
痛
で
手
や
足
の
ぐ
あ
い
は
相

当
悪
い
ら
し
い
が
、
辛
苦
仕
事
を
し

て
も
肩
は
凝
ら
な
い
そ
う
だ
。

　
「
歩
く
と
き
に
は
乳
母
車
を
押
し

て
い
る
ん
で
す
。
つ
え

よ
り
楽
で
す
」

　
最
近
は
、
広
告
の
紙

で
カ
ラ
カ
サ
作
り
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
「
子
守
を
も
う
一
二
年

は
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
ヒ
マ
を
見
つ

け
、
変
わ
っ
た
も
の
を

作
り
出
し
た
い
で
す
」

　
手
芸
教
室
に
も
通
っ

て
み
た
い
と
意
欲
を
述
べ
ら
れ
た
。

庭
先
で
ニ
ッ
コ
リ
五
十
嵐
さ
ん
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空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
火
の
元
に
ご
注
意
を

昨
年
、
川
西
町
で
は
三
件
の
火
災
が
発
生
し
、
損
害
額
は
六
百
十
九
万
五
千

㈱
円
に
も
及
び
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
す
で
に
三
件
も
の
火
災
が
発
生
し
て
い

鵬
ま
す
。
火
災
の
大
部
分
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
で
す
。

　
　
こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
き
ま
す
。
火
の
元
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

O
O
O
O
O
D
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

「
1
1
9
番
」

通
報
の
要
領

　
火
災
、
救
急
、
救
助
事
故
、
そ
の
他

の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
局
番

な
し
の
「
1
1
9
」
で
分
遣
所
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

　
火
災
の
場
合
を
例
に
と
り
、
応
答
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。
通
報
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

通
報
者

分
遣
所

通
報
者

分
遣
所

通
報
者

分
遣
所

通
報
者

分
遣
所

受
話
器
を
は
ず
し
て
「
1

1
9
」
を
回
す

「
ハ
イ
ー
1
9
番
川
西
分

遣
所
で
す
」

「
火
事
で
す
！
」

「
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？
」

「
○
○
町
（
部
落
名
）
○

○
○
○
宅
で
す
」

「
近
く
に
目
標
物
は
あ
り

ま
す
か
？
」

「
○
○
小
学
校
の
東
側
で

す
」「

わ
か
り
ま
し
た
」

警察官の採用試験
　次により新潟県男子警察官の採

用試験を行います。

◎試験区分　警察官A

◎受験資格

　昭和30年7月2日から36年4月

　1日までに生まれた男子で、学
　校教育法による大学（短期大学

　を除く）を卒業した人、または

　58年6月30日までに卒業見込み

　の人

◎申込受付期限　4月3α日（土）

◎採用予定人員　約25人

◎第1次試験

　5月8日（日）　新潟中央警察

　署

◎第2次試験

　5月下旬　新潟市で

※受験手続きなどは、最寄りの駐

　在所へ。

　
火
災
以
外
の
場
合
も
お
お
む
ね
こ
れ

に
準
じ
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
の
要
請
も
応
答
内
容
は
同
じ

で
す
が
、
分
遣
所
か
ら
病
院
等
に
連
絡

す
る
と
き
に
、
事
故
や
ケ
ガ
、
病
気
な

ど
の
内
容
を
病
院
か
ら
詳
細
に
聞
か
れ

ま
す
の
で
、
　
「
1
1
9
番
」
の
通
報
を

し
た
と
き
は
、
順
序
よ
く
聞
か
れ
た
こ

と
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
有
線
放
送
の
「
1
1
9
番
」
は
分
遣

所
か
ら
の
呼
び
返
し
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
公
社
線
の
「
1
1
9
番
」
を
な
る

べ
く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ミ山火事を

なくしてきずく

　豊かな緑ミ

5／1～5／14
山火事予防運動

　
消
防
分
遣
所
と
川
西
町
消
防
団
で
は
、

五
月
一
日
か
ら
五
月
十
四
日
ま
で
、
山

火
事
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
重
点

目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
た
き
火
の
後
始
末
は
完
全
に
す
る
。

②
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す

③
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
を
投
げ

捨
て
な
い

④
強
風
の
と
き
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い

　
る
と
き
に
は
、
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る

　
危
険
な
場
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い

⑤
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為
を
す
る

　
と
き
は
、
川
西
分
遣
所
へ
届
け
出
る

労働保険料の

　　申告納付

5月16日が期限です

　昭和58年度の労働保険料の申告

納付の受け付けが行われています。

期限は5月16日です。

　まだ手続きの終わっていない事

業主の方は、お早めに保険料申告

書に保険料を添えて、最寄りの銀

行、郵便局、または労働基準監督

署、労働基準局へ提出してくださ

いo

　各労働基準監督署では、4月か

ら5月にかけて、管内各地で説明

会や記入指導会を行っていますの

でご利用ください。

　　　〈十日町労働基準監督署＞

地
方
産
業
育
成
資
金
の

貸
付
枠
を
拡
大

　
地
方
産
業
育
成
資
金
は
、
中
小
商
工

業
の
育
成
と
振
興
を
図
る
た
め
に
、
施

設
の
設
備
資
金
、
ま
た
は
経
営
の
運
転

資
金
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
も
の
で

す
。○

貸
付
資
金
枠

○
貸
付
限
度
額

○
貸
付
期
間

○
貸
付
利
率

○
保
証
人

○
申
し
込
み
先

五
、
二
五
〇
万
円

　
　
三
五
〇
万
円

三
か
年
以
内

年
六
・
八
五
％

一
人
以
上

川
西
町
商
工
会

企
業
の
皆
さ
ん
へ

機
械
設
備
の
貸
与

　
新
潟
県
中
小
企
業
振
興
公
社
で
は
、

国
県
の
資
金
に
よ
り
中
小
企
業
者
が
必

要
と
す
る
設
備
貸
与
制
度
の
利
用
に
つ

い
て
、
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
機
械
設
備
の
拡
張
計
画
、
更
新
計
画

を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

1
主
な
内
容
ー

○
設
備
価
格
の
限
度
　
二
十
万
～
三
千

　
　
　
　
　
　
万
円

○
貸
与
損
料
（
利
息
）
　
年
五
～
五
・

　
　
　
　
　
　
五
％

○
返
済
期
間
　
　
四
年
半
～
七
年

○
連
帯
保
証
人
　
二
人
以
上

○
申
し
込
み
先
　
産
業
課
商
工
観
光
係
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塒
財
雑
靴
螺
鎗
を
貸
し
付
け
ま
す

　
県
で
は
、
持
家
促
進
と
木
材
関
連
業

界
の
振
興
を
図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資

金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
貸
し
付
け
の
条
件

　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

は
貸
し
付
け
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

＊
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅

を
建
設
（
新
築
購
入
、
増
改
築
を
含
む
）

し
よ
う
と
す
る
人

＊
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
な
け
れ
ば

住
宅
を
建
設
で
き
な
い
人
で
、
前
年
一

年
間
の
収
入
金
額
ま
た
は
所
得
金
額
が

次
の
額
以
下
の
人

　
給
与
所
得
の
み
の
人

　
　
収
入
金
額
　
七
〇
〇
万
円

そ
の
他
の
人

　
　
所
得
金
額
　
五
二
五
万
円

＊
住
宅
金
融
公
庫
の
昭
和
五
十
八
年
度

第
一
回
個
人
住
宅
資
金
の
融
資
を
受
け

て
住
宅
を
建
設
す
る
人
（
増
改
築
に
つ

い
て
は
公
庫
利
用
を
問
い
ま
せ
ん
）

▽
貸
付
内
容

　
貸
付
限
度
額
　
新
　
築
　
四
百
万
円

　
　
　
　
　
　
　
増
改
築
　
二
百
万
円

　
利
率
お
よ
び
償
還
期
間

　
・
木
造
二
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

　
　
　
年
四
・
五
％
　
十
五
年
以
内

　
・
木
造
一
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

　
　
え
る
も
の
お
よ
び
非
木
造

　
　
　
年
六
・
○
％
　
十
年
以
内

▽
受
付
期
間

　
四
月
三
十
日
（
土
）
ま
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▽
申
込
書
の
頒
布
・
受
付

最
寄
り
の
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口

　
「
一
年
に
一
家
で
一
人
は
献
血
を
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
今
年
も
献
血
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
大
和
伸
管
、
川
酉
・
同
校
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
協
力
も
い

　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
き
、
目
標

　
　
　
　
　
　
　
　
の
五
百
十
五
人

会
社
で
あ
れ
ば
健
康
管
理
台
帳
に
も
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
別
表
の
よ
う
に
献
血
を
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ

最
寄
り
の
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

室　別 品　　　　名 金　額 献メな
血1く献
がタ　’血
で1自は
きに分　’
れもの人
ばな健の
健り康生
康ま状命

　　　今

図　書　室 机（大）10、いす50、
カウンター 1，729柵 、

被　服　室 机（大）8、いす50 1，059 は
音　楽　室 机50、いす50 600

視聴覚室 机22、いす45 422 1人1人の善意から
教　務　室 書庫8、ロッカー8、ほか 435
校　長　室 会議机2、いす8、ロッ

カー1 455
管す態を届れらか血　　して方二にのた
理　oを救けたいら液献たいか十対五だ
に継知うら方で一セ血oたら九し百き
も続るだれに献週ン結　　だ協人　’十　’
なしバけま直血間タ果　　き力の九五目
り、たロで需接さく　1倭　　まし方百人標

　　　　年の献血予定

教育相談室 机4、いす8 177
印　刷　室 ファックス1 285
廊　　　下 黒板4、拓示板2、案内

板1 306
資　料　室 掛図スタンド2 33

廊　　　下 清掃用具入れ、ほか 365

カーテン 一一式 480
計 6，346

◎特別寄付
期　日 時　　　　　間 会　　場

5月16日 午前10：00～12：00午後1：00～3：00 総合センター

品　　　　名 金額 寄付者名
6月10日 午前10：00～12：00 上野連絡所

ビデオ装置一式 840千円 松屋織物・
川西町簡保旅行会

6月10日 午後1：00～3：00 橘出張所
7月15日 午前10：00～12：00午後1：00～3：00 総合センター

図　書　　428冊 506 松　屋　織　物 10月18日 午前10：00～12：00 橘出張所
大　鏡　　4　面 川西町制服組合 10月18日 午後1：00～3：00 上野連絡所
スノーモービル1台 市川松男さん 11月22日 午前10：00～12：00午後1：00～3：00 総合センター

献血は
1人1人の善意から

に
対
し
、
九
百

二
十
九
人
の
方

方
か
ら
協
力
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
献
血
結
果
は
、

血
液
セ
ン
タ
ー

か
ら
一
週
間
く

ら
い
で
献
血
さ

れ
た
方
に
直
接

届
け
ら
れ
ま
す
。

　
献
血
は
、
人
の
生
命
を
救
う
だ
け
で

な
く
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
に
も
な
り
ま
す
。
継
続
し
た

献
血
が
で
き
れ
ば
健
康
管
理
に
も
な
り
、

今年の献血予定

川西中学校

　備品寄付
　ありがとうございました

　昨年春以来、川西中学校木造校
舎の改築工事を進めてきましたが、

　予定よりもだいぶ早く完成し、2

　月25日から使用しています。

　　3月14日の卒業式には新しい玄

関から卒業生を送り出すことがで

　きました。

　備品の整備につきましては、皆
様から多額のご寄付をいただき、

図書室の机、いすを始め、ビデオ

装置など数々の充実した備品がそ

ろいました。これにより教育の成

果が一段と高まることになります。

　皆様のご協力に厚くお礼を申し
上げます。

◎一般寄付

◎特別寄付

　
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
春
は
、
目

の
病
気
が
ふ
え
ま
す
。
な
か

で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

が
麦
粒
腫
、
つ
ま
り
“
も
の

も
ら
い
”
で
す
。

　
こ
れ
は
、
ま
ぶ
た
の
皮
脂
腺
や
ま
つ

毛
の
毛
穴
に
細
菌
が
は
い
っ
て
化
の
う

す
る
も
の
で
、
は
じ
め
は
ま
ぶ
た
が
か

ゆ
く
な
っ
た
り
は
れ
ぼ
っ
た
い
感
じ
で

す
が
、
だ
ん
だ
ん
痛
く
な
り
ま
す
。
か

ゆ
い
か
ら
と
い
っ
て
、
目
を
こ
す
る
の

は
禁
物
。
き
れ
い
な
ガ
ー
ゼ
に
水
を
含

ま
せ
て
冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。
軽
い
場

合
は
一
週
間
前
後
で
自
然
に
治
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
再
発
し
や
す
い
の
で

眼
科
医
の
手
当
て
を
受
け
た
ほ
う
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
四
十
歳
以
上
で
繰
り
返

「
，
：
麦
粒
腫
と
－
：
・
，
，
一

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

r
…
…
・
霰
粒
腫
し

し
で
き
る
人
は
、
糖
尿
病
の
疑
い
も
あ

り
ま
す
か
ら
注
意
を
。

　
ま
た
、
麦
粒
腫
と
よ
く
似
て
い
て
、

実
は
違
う
病
気
な
の
が
霰
粒
腫
で
す
。

　
こ
れ
は
、
ま
ぶ
た
の
内
部
の
分
泌
腺

　
（
ぶ
ん
ぴ
せ
ん
）
に
で
き
る
肉
芽
性

（
に
く
が
せ
い
）
の
炎
症
で
す
。
放
っ
て

お
い
て
自
然
に
消
失
す
る
場
合
も
ま
れ

に
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
、
ま
ぶ
た

に
こ
ぶ
を
つ
く
っ
た
り
、
結
膜
面
（
け

つ
ま
く
め
ん
）
に
内
容
物
が
突
出
し
、

不
快
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。
や
は
り
早

め
に
医
師
に
相
談
し
て
、
必
要
な
ら
手

術
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
〈
国
保
新
聞
か
ら
〉
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次
の
日
程
で
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

　
犬
の
飼
育
に
は
、
生
後
三
か

月
以
上
か
ら
、
年
一
回
の
登
録

と
年
二
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
、
法
律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
首
輪
に
鑑
札
が
な

か
っ
た
り
、
放
し
飼
い
を
し
て
、

人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
首
輪
に
は
必
ず
鑑
札
、
注
射

済
票
を
つ
け
、
愛
犬
手
帳
の
飼

育
者
の
心
得
を
守
り
、
正
し
い

飼
育
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

日 程 表

月日 会　　場 時　　間

4月19日

㈹

橘　出　張　所　前 午前10：20～11：00

小白倉消防小屋前 11：20～11：40

岩瀬集落センター前 11：50～12：00

中仙田公民館前 午後1：20～2：10

室島集落センター前 2：20～2：40

4月20日
（水）

上野連絡所前 午後1：20～1：50

千手保育園脇 2：00～3：00

※当日は、印鑑と料金3，710円、それにハガキを持参く
ださい。

畿
民
極
俗
驚
資
衡
料
憂

・
山
家
誠
二
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
、
矢

た
て

・
斉
木
周
平
さ
ん
（
小
脇
）
か
ら
、
は

ん
ぎ

・
山
家
音
平
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、
せ

ん
ば
、
イ
ン
グ
ワ

犬
の
登
録
と

　
　
狂
犬
病
予
防
注
射

b《

移動交通事故
　　　　相談所を

開　　設
県では、58年度の移動交通事

故相談所を4月から各地に開設

しました。

十日町市役所内にも次により

開設されますので、交通事故関

係でお悩みの方は気軽にお出か

けください。

＊開設日　5月2日、6月6日、

　7月4日、8月1日、9月5
日、10月3日、11月7日、12

月5日、58年1月9日、2月

　6日、3月5日
＊開設時間　午前10時から午後

　3時まで

“
青
い
鳥
は
が
き
”

　
　
　
　
差
し
上
げ
ま
す

　
郵
便
局
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
強

調
運
動
に
ち
な
み
、
　
“
青
い
鳥
は
が
き
”

を
四
月
二
十
日
か
ら
発
売
し
ま
す
。

　
こ
の
は
が
き
は
、
郵
便
局
で
販
売
す

る
ほ
か
、
重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
か

ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
無
料
で
一
人
に
二

十
枚
を
差
し
上
げ
ま
す
。
身
体
障
害
の

程
度
が
二
級
ま
た
は
一
級
で
満
六
歳
以

上
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
お
近
く
の
郵
便
局

に
身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
さ
れ
、
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
申
し
出
は
代
わ
り
の
方
で
も
、
郵
便

に
よ
っ
て
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

公民館だより
　　★58年度の学級・講座スタート

　　★千手家庭教育学級を新規開設

公民館では、58年度の学級・講座計画を立てま

した。

開設する学級・講座はほぼ昨年と同じですが、

その中で、千手地区に初めて家庭教育学級を開設

することになりました。家庭教育学級は、54年度

から年次計画で橘地区、上野地区、仙田地区と開

設してきました。大ぜいの参加をお待ちしていま
す。

　　4月と5月上旬の社会教育日程

期日 学級講座名称 学習開始時間 会　　場

4・15 三箇高齢者学級 午後2：00～ 三箇憩の家
4・15 青年学級（料理） 午後7＝30～ 総合センター

4・15 仙田婦人学級 午後7：30～ 中仙田集会所

4・18橘高齢者学級 午後2：00～ 橘　　分　　館

4・18 田中体力つくり学級 午後7：30～ 田中公民館
4・19上野婦人学級 午後7：30～ 上野分館
4・20 中仙田高齢者学級 午後2＝00～ 中仙田公民館

4・20 はたちの講座 午後7：30～ 総合センター

4・20木落婦人学級 午後7：30～ 木落公民館
4・21 赤岩高齢者学級 午後2：00～ 岩瀬集落センター

4・21 千手婦人学級 午後7＝30～ 総合センター

4・22 青年学級（料理） 午後7：30～ 総合センター

4・25 白倉婦人学級 午後7：30～ 雀落セ白ンタ倉

4・26 上野高齢者学級 午後2：00～ 上野分館
4・26新町婦人学級 午後7：30～ 新町公民館
4・27 白倉高齢者学級 午後2：00～ 雀落セ白ン舛

4・27 室島家庭教育学級 午後7＝30～ 室島集落センター

4・28 千手家庭教育学級 午後7：30～ 総合センター

4・30 はたちの講座 午後7：30～ 総合センター

5・33 成　　　人　　　式 午前9：00～ 総合センター

5．6 青年学級（料理） 午後7：30～ 総合センター

5・10 千手高齢者学級 午後2：00～ 総合センター

5・10
青　　年　　学　　級
はたちの一座ム同

午後8：00～ 毒㍉町季籍

停電の
　　　　わ多ロうせ

●4月26日（火）／午前9時から午後

1時まで、坪山・霜条・鶴吉．
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φ苓

省エネ1こ

に用房甫
凌日家庭

木炭はいかがですか

　川西町では、町行造林事業によ

る雑木の有効利用として、木炭
（黒炭）を生産しています。

　木炭は練炭のような強い臭いが

なく、たいへん好評です。豆炭と

井用すれば、暖かさが長持ちし、

で
有
を
練
い
ば
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
胚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
雑
黒
木
く
用
済
予
月
8

　
　
　
　
　
　
な
併
経
　予約は、今からいただき、10～

11月ごろ配達します。

58年度予定価格は、2級が1俵
（15kg入）2，000円くらいになりま

す。

　産業課林業係に申し込みくださ

い。　（盈8－3111有線2143）

豊
l
1
9
1
1
1
9
0
1
0
1
9
9
。
I
O
I
雷
l
a
9
9
1
0
0
0
0
1
8
0
唾
1
9
1
巳
9
巳
1
6
－
O
l
魯
8
0
9
0
1
1
0
0
9
0
0
0
1
9
9
9
0
0
9
9
　
9
0
1
量
1
0
0
1
1
9
1
1
1
0
9
1
1
0
0
9
0

　
　
　
　
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
野
沢
正
夫
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
一
二
万

　
円

※
黒
島
善
一
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
十
万

　
円

※
田
中
、
、
・
チ
エ
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
一
二

万
円

〔
簾
総
蒲
楼
羅
跡
謂
〕

囹
広
報
発
行
の
一
助
に
と

※
東
京
．
豊
島
区
に
お
住
い
の
小
林
荘

　
平
さ
ん
か
ら
一
万
円

※
退
　
職
／
三
月
三
十
一
日
付

町
史
編
さ
ん
室
兼
総
合
セ
ン
タ
ー
長
・

金
子
幸
作
、
産
業
課
参
事
・
富
井
相
四

郎
、
千
手
診
療
所
副
参
事
・
丸
山
誠
一
、

教
委
社
会
教
育
課
・
小
海
代
利
子
、
仙

田
出
張
所
・
小
林
フ
ミ
、
仙
田
小
学
校

．
田
村
ト
、
・
・
、
千
手
保
育
園
・
土
屋
淳

子※
昇
任
／
四
月
一
日
付

税
務
課
参
事
・
小
林
英
一
（
税
務
課
長

補
佐
）
、
健
康
管
理
室
参
事
・
中
村
義

雄
（
健
康
管
理
室
長
補
佐
）
、
建
設
課

参
事
・
櫃
間
富
雄
（
建
設
課
副
参
事
）
、

産
業
課
参
事
・
高
橋
英
雄
（
産
業
課
長

補
佐
）
、
産
業
課
参
事
〈
松
葉
荘
支
配

人
〉
・
丸
山
惣
吉
（
農
業
係
長
）

※
配
置
換
え
／
四
月
一
日
付

千
手
診
療
所
事
務
長
・
小
林
力
（
総
務

課
参
事
）
、
松
葉
荘
・
丸
山
カ
ッ
子

（
総
合
セ
ン
タ
ー
）
、
教
委
学
校
教
育
係

．
関
口
真
人
（
林
業
係
）
、
税
務
課
地

籍
係
・
星
名
敏
雄
（
管
財
係
）
、
産
業

課
林
業
係
．
野
上
敏
夫
（
文
書
広
報
係
）
、

総
務
課
文
書
広
報
係
・
沢
口
則
雄
（
教

委
学
校
教
育
係
）
、
議
会
事
務
局
・
蔵

品
泰
治
（
援
護
係
）
、
企
画
室
管
財
係

・
平
野
勝
（
議
会
事
務
局
）
、
社
会
課

援
護
係
・
丸
山
安
彦
（
住
民
税
係
）
、

総
務
課
住
民
係
・
茂
野
耕
太
郎
（
地
籍

係
）
、
産
業
課
農
業
係
・
村
山
一
男

（
農
政
係
）
、
建
設
課
道
路
橋
梁
係
・
涌

井
久
美
子
（
災
害
河
川
係
）
、
健
康
管

理
室
衛
生
係
・
星
名
和
幸
（
道
路
橋
梁

係
）
、
総
務
課
車
両
係
・
大
海
均
（
道

路
橋
梁
係
）
、
仙
田
小
学
校
・
小
川
良

（
上
野
連
絡
所
）
、
上
野
連
絡
所
・
小

林
マ
ツ
ノ
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）
、
千

手
保
育
園
保
母
・
丸
山
姿
子
（
仙
田
保

育
園
）
、
上
野
保
育
園
保
母
・
小
野
塚

靖
子
（
千
手
保
育
園
）
、
千
手
保
育
園

保
母
．
金
子
由
子
（
橘
保
育
園
）
、
橘

保
育
園
保
母
・
庭
野
加
代
子
（
千
手
保

育
園
）
、
橘
保
育
園
保
母
・
秦
野
玲
子

（
千
手
保
育
園
）
、
千
手
保
育
園
保
母

．
高
橋
玲
子
（
上
野
保
育
園
）
、
上
野

保
育
園
保
母
．
樋
口
靖
子
（
橘
保
育
園
）

※
兼
務
辞
令
／
四
月
一
日
付

総
務
課
長
　
南
雲
守
・
町
史
編
さ
ん
室

長
・
総
合
セ
ン
タ
ー
長
兼
務
、
教
委
社

会
教
育
課
長
　
保
坂
国
夫
・
歴
史
民
俗

資
料
館
長
兼
務
、
産
業
課
農
業
共
済
係

長
　
宮
昭
一
・
農
業
係
長
事
務
取
扱
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林業推進座談会を

　　　　開催します

　山林所有者で植林をしたい方や、

植林はしてあるが管理などでお悩

みの方は、座談会に出席ください。

◇とき　ところ

＊4月15日　小脇集会所
＊4月19日　高倉集落センター

＊4月20日　鶴霜集落開発センタ

晴
内
謬

黒超＼
　
　
　
1
竃
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
￥

　
　
　
l
l
覧
、
　
　
覧
、

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
8
8
覧
1
、
、

　
「
私
は
と
ん
ち
教
室
の
青
木
先

生
で
す
」
。

　
先
月
二
十
一
日
、
元
N
H
K
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
青
木
一
雄
先
生
が
、

商
工
会
館
で
「
人
間
関
係
と
話
し

方
」
と
題
し
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
、
商
工
会
青
年
部
と
婦
人

部
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
「
人
生
は
人
間
関
係
で
す
。
気

の
合
っ
た
者
同
士
で
な
い
と
、
な

か
な
か
う
ま
く
や
れ
ま
せ
ん
が
、

相
手
の
い
い
点
を
見
つ
け
て
、
ほ

め
る
気
持
ち
が
た
い
せ
つ
で
す
。

話
の
種
を
た
く
さ
ん
持
つ
こ
と
も

必
要
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
心

の
肥
や
し
に
す
る
よ
う
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
」
i
と
青
木
先
生
。

　いずれも夜7時30分から

◇内容

＊森林総合整備事業について

＊一般造林について

＊森林共済制度・林業改善資金に

　ついて　など
◇相談員

　十日町森林組合から

．
一
．
．
．
．
雪
一
．
噂
．
。
．
．
．
．
．
．
．
．
…
．
．
．
．
．
．
…
．
．
一
一
卿
．
…
．
．
．
．
．
一
三
．
．
．
．
．
一
…
一
．
．
．
．
一
…
．
．
．
．
。
三
幅
q
．
．
．
｛
軸
．
．
．
葡
三
．
．
．
一
ξ
一
…
。
。
…
一
一
曝

青
木

雄
先
生
が

商
工
会
館
で
熱
弁

さ
り
．
駒
一
．
甲
．
一
…
．
曹
．
．
“
三
一
．
．
．
一
一
…
購
．
一
．
一
。
三
一
．
．
一
一
…
一
一
．
．
9
一
三
＝
．
．
．
一
，
三
一
一
．
卵
一
一
…
暉
一
．
．
餉
三
層
一
．
．
一
。
。
＝
＝
一
．
一
｛
一
一
．
一
薗
三
一
。
．
一
3
…
。
一
．
3
｛
騨
髄
」
…
。
三
一
一
…
一
…
一
…
一
。
…
一
…
一
…
。
。
一
。
一
一
一
噂
一
一
一
…
一
一
＝
荊
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鏡
と
ニ
ラ
メ
ッ
コ

セ
ル
フ
・
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク

（
健
康
自
己
点
検
）

妬．3

　
　
朝
の
初
仕
事
（
排
尿
）
を
済
ま
せ

　
る
と
、
次
は
洗
顔
で
す
。
洗
面
所
に

　
は
鏡
が
あ
り
、
顔
を
中
心
と
し
た
ヘ

　
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
最
適
な
場
所

　
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
鏡
と

　
ニ
ラ
メ
ッ
コ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
よ
く
眠
れ
て
鼻
歌
で
も
歌
い
た
い

　
気
分
の
と
き
の
顔
を
よ
く
見
て
参
考

　
　
　
　
　
に
し
ま
し
ょ
う
。
写
真
を

　
　
　
　
　
出
し
て
見
る
ま
で
も
な
く
、

羅
　
　
　
　
　
十
年
た
て
ば
相
当
顔
は
変

　
　
　
　
　
化
し
て
い
る
も
の
で
す
。

霧．
醗

鰐
騨曙

こ
の
変
化
は
毎
日
の
生
活

の
中
で
は
気
が
つ
か
な
い

の
が
普
通
で
す
。
こ
の
わ

ず
か
な
変
化
を
正
確
に
見

つ
け
出
せ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

腕
も
相
当
な
も
の
で
す
。

　
ま
ず
、
顔
全
体
に
つ
い

て
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
、
口
を
開
い
た
り
閉

じ
た
り
、
鏡
の
前
で
百
面

相
を
や
っ
て
み
ま
す
。
ひ

き
つ
っ
た
感
じ
、
こ
わ
ば

っ
た
感
じ
、
痛
み
な
ど
が

あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
ま

す
。

　
続
い
て
目
で
す
。
ひ
と
み
の
輝
き
、

白
目
の
色
、
目
の
周
り
の
状
態
（
黒

ず
み
、
は
れ
な
ど
）
、
を
見
ま
す
。

　
皮
膚
は
、
色
、
つ
や
、
は
れ
た
感

じ
、
化
粧
の
乗
り
の
よ
し
あ
し
、
カ

ミ
ソ
リ
の
当
た
り
の
よ
し
あ
し
、
手

で
さ
わ
っ
た
感
じ
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

同
じ
化
粧
、
同
じ
カ
ミ
ソ
リ
を
使
っ

て
い
な
が
ら
調
子
が
悪
い
と
き
は
、

昨
日
の
生
活
や
睡
眠
状
態
を
反
省
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
次
に
歯
磨
き
で
す
。
朝
食
後
に
磨

く
こ
と
が
正
し
い
方
法
で
す
。
歯
を

磨
く
だ
け
で
な
く
、
歯
茎
の
状
態
、

舌
の
状
態
、
口
中
の
状
態
な
ど
を
観

察
し
ま
し
ょ
う
。
冷
た
い
水
が
歯
に

し
み
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

歯
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
原
因
を
調

べ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日
常
生

活
を
反
省
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

す
。　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
病

気
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不

摂
生
で
起
こ
る
場
合
が
多
い
の
で
、

毎
日
の
生
活
を
正
し
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
で
も
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、

お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

F・
　
●

葛
嚢
葛
嚢
婁
蓄

戸
籍
の
窓
か
ら

篠
彦
名
葛
笛
葛
名
骸
葛
葛
葛
骸

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

中
條
　
ッ
ヤ

吉
樂
松
雄

田
中
要
吉

南
雲
チ
ヨ
ノ

星
名
豊
二

丸
山
　
ヨ
ノ

星
名
ミ
ョ

高根伊中下神中
原　　仙　社島
田深友田平町町

九八七七七六五
一一七六五六六

う
ぷ
声
1
お
す
こ
や
か
に

小
林
直
美
　
亮
一
　
二
女

松
澤
良
輔
　
賢
一
　
長
男

渡
邊
　
　
学
　
金
平
　
二
男

上上高
　　原
野野田

9
駒
酵
～
軌
♪
ひ
。
．
。
．
欄
篭

　わ
鱒琶

項

・
田
白
南
風
選

冠

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

○
雪
解
け
の
村
大
い
な
る
家
つ
．
・
く

　
ヘ
ノ
ま
で
す
っ
ぽ
り
と
埋
っ
て
い
た
家
々
も
雪

解
と
と
も
に
あ
ら
わ
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

雪
解
の
村
の
家
は
一
段
と
立
派
に
見
え
る
。
家

家
の
前
も
広
く
雪
が
消
え
て
あ
た
り
も
明
る
い
。

こ
の
句
は
そ
う
い
う
様
を
大
い
な
る
家
つ
．
・
く

と
い
う
言
葉
で
村
と
雪
解
の
様
を
感
動
で
表
現

し
て
い
る
。
着
眼
が
よ
ろ
し
い
。

雪
解
け
の
畦
の
碁
盤
の
目
の
如
く

温
泉
け
む
り
の
如
く
霜
立
ち
雪
解
道

永
き
日
や
茶
飲
み
話
の
ま
た
長
し

和
久
井
　
祐
　
正
　
　
長
男
　
木

小
林

健
肚
一
長
男
木

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

島落

（
総
翻
井
光
鮭
町
野

（
繊

（
総

柄
澤
武
彦
田
中
町

下
里
　
佳
子
長
野
県
か
ら

山
口
守
一
仁
田

高
橋
ひ
と
み
赤
谷
か
ら

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
…
…
－
④

【
仙
田
地
区
】

○
大
白
倉
・
中
村
源
、

口
春
夫

（
敬
称
略
）

○
小
白
倉
・
江

山
毛
棒
山
の
円
か
に
芽
吹
き
初
め
し
色

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
　
秀

○
う
つ
む
き
に
咲
き
て
片
栗
濃
紫

　
か
た
く
り
の
写
生
で
あ
る
。
平
明
で
あ
っ
て

素
直
に
詠
ん
だ
の
が
よ
い
。
下
の
濃
紫
が
効
い

て
い
る
。
む
つ
か
し
い
こ
と
を
言
わ
な
い
で
も
、

感
動
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
詠
む
。
表
現
を
わ

か
り
易
く
、
余
情
を
残
す
こ
と
が
よ
い
。

片
栗
の
咲
く
頃
帰
る
父
を
待
つ

暮
遅
し
子
等
ち
ら
ば
り
て
遊
び
を
り

日
永
し
庭
の
雪
消
し
は
か
ど
り
て

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
口
寅
生

バ
ス
を
待
つ
娘
に
似
合
い
た
る
冬
帽
子

寒
梅
を
ほ
め
行
商
の
荷
を
ひ
ら
く

雪
晴
の
八
海
黒
姫
近
く
あ
り

老
僧
に
大
火
鉢
あ
り
年
賀
受
く

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

3受ぢ喪鞭禰耳2椴こ；寮3轄ξ・誕

　　　　　　　　　みマ　3月の交通事故発生件数翼

　　　　　　　　　るヤ
　　　　　　累計溺
件数3（1）7（1）桑2

　　　　　　　　　り　傷 者3（1）8（1）轄
　　　　　　　　　ら　ヨ死者0（o）0（o）鮮
ヤ　　　　　　　　　　　　　サの
酒よい0（o）1（o）？尋

　　　　　　　　　りり　酒気おび　0（1）0（1）認
　　　　　　　　　　ぽ　　（）内は前年比較　　苫燕
　　　　　　　　　　の麓鰯韓轄鰯鰯輯鰯輔←岱藍
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西：

一
9
・
㈹
・
・
“
・
・
？
㈹
・
・
㈹
・
・
的
・
・
σ．
・
・
㈹
・
・
？
“
・
・
？
撃
あ
・
（
・
・
“
・
・
？
簡
（
・
あ
・
．
堕
．

心
配
ご
と
相
談

●
4
月
1
3
日
・
・
．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

●
4
月
20
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

●
4
月
27
日
・
…
．
・
・
．
総
合
セ
ン
タ
ー

●
5
月
4
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

●
5
月
11
日
…
…
…
橘
出
張
所

探
梅
や
小
径
の
奥
の
ま
た
小
径

風
花
の
舞
う
里
な
り
し
な
つ
か
し
し

笹
鳴
や
旅
の
一
と
日
の
山
泊
り

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

凧
揚
げ
の
子
の
背
中
ま
で
泥
は
ね
て

凍
み
渡
り
大
雪
原
に
人
小
さ
く

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
上
州
花
辛
夷

　
　
　
　
　
　
在
上
州
登
坂
紅
葉

麦
の
芽
の
伸
び
居
る
里
の
お
ぼ
ろ
月

町
の
灯
の
ま
た
た
き
月
は
お
ぼ
ろ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
チ
ヨ
ノ

可
憐
な
る
片
栗
の
花
百
合
に
似
て

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

白
鳥
の
旅
立
つ
た
よ
り
花
便
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
上
村
　
ト
ミ

雪
消
え
の
水
仙
の
芽
の
出
揃
い
し

ノ／


